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発売元：

取付作業者用

ドライブレコーダー（連動3カメラ）取付説明書

522151B

　このたびは、スズキ純正用品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございました。
本書はドライブレコーダー（連動3カメラ）の取付方法について記載しています。
取り付け前には本書を必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。
取り付け後は、「取扱説明書」および「保証説明書」を必ずお客様にお渡しください。
なお、取付ミスを避けるためにも、取付けは、スズキ代理店またはスズキ代理店が指定した販売店
でお願いします。

安全に関する表示
この取付説明書の中で使用されている記号は、次のようになっています。

警告、 注意 、 注 記 、 アドバイス  のところは、とくにしっかりお読みください。

警告 取付、取扱方法を誤った、または守らなかった場合、死亡または重大な傷
害につながるおそれがある内容です。

注意 取付、取扱方法を誤った、または守らなかった場合、傷害につながるおそ
れがある内容です。

注 記 取付、取扱方法を誤った、または守らなかった場合、物的損害につながる
おそれがある内容です。

アドバイス
この用品のために守っていただきたいこと、または知っておくと便利な内
容です。

使用されている の記号は、してはいけない内容を示しています。
の記号は、実行しなければならない内容を示しています。
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品番および適用車種

ランディに取り付ける場合は、リヤカメラケーブル（9909J-55ZL4-P01）が必要になります。

アドバイス

品　　番 適　用　車　種 適用開始時期

9909B-53UW4-P03

アルト 型式 HA37S、HA97S 2025年 6月～
エブリイ 型式 DA17W、DA17V 2024年 2月～
ハスラー 型式 MR52S、MR92S 2023年 11月～
ジムニー 型式 JB64W 2025年 11月～
ラパン 型式 HE93S 2025年 8月～
スペーシア 型式 MK54S、MK94S

2023年 11月～
スペーシアベース 型式 MK33V
ワゴンR 型式 MH85S、MH95S 2025年 12月～
ワゴンRスマイル 型式 MX81S、MX91S 2023年 11月～
ジムニーシエラ 型式 JB74W 2025年 11月～
ジムニーノマド 型式 JC74W 2025年 3月～

ランディ 型式 MZRA90C、MZRA95C、  ZWR90C、ZWR95C 2023年 11月～

ソリオ 型式 MAD7S 2024年 12月～
スイフト 型式 ZCDDS、ZCEDS、ZDDDS、ZDEDS 2023年 12月～
スイフトスポーツ 型式 ZC33S 2023年 11月～
クロスビー 型式 MND1S 2025年 10月～
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車両により加工内容が異なりますので、間違えがないように作業を行ってください。

インパネ付近の加工

④車両側ブラケット
：不要

④車両側ブラケット
：必要

穴加工：必要
穴加工：
不要

配線を通す穴
加工

穴加工：
不要①ドライブレコーダー

本体を通す穴加工
配線を通す穴

加工

アルト ●
エブリイ ●
ハスラー ●
ジムニー ●
ラパン ●
スペーシア ●
スペーシアベース ●
ワゴンR ●
ワゴンRスマイル ●
ジムニーシエラ／
ジムニーノマド ●

ランディ ●
ソリオ ●
スイフト ●
スイフトスポーツ ●
クロスビー ●

加工について



第12版
頁　4／384

バックドア部の加工

バックドアインナーパネル（鉄板）への穴開け
（必要：○、不要：×
車両装備により異なる：△）

アルト

標準装備ルーフエンド
スポイラーあり車 ×

標準装備ルーフエンド
スポイラーなし車 〇

エブリイ 〇
ハスラー 〇
ジムニー 〇
ラパン 〇
スペーシア 〇
スペーシアベース ×
ワゴンR ×
ワゴンRスマイル 〇
ジムニーシエラ／ジムニーノマド 〇
ランディ ×
ソリオ ×
スイフト ×
スイフトスポーツ ×
クロスビー ×
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構成部品

■付属の⑥SDカードアダプターは、必ずお客様に
お渡しください。
■④車両側ブラケットは、①ドライブレコーダー
本体取付部が曲面の場合に使用します。
■㉗インナーカメラの表記について
 カメラ側のタグには『室内カメラ』
 取扱説明書、ナビゲーションの設定画面では『車
内カメラ』と表記されています。

No. 部　品　名　称 数量
① ドライブレコーダー本体 1
② 本体ブラケット 1
③ スクリュー（M3×8mm） 3
④ 車両側ブラケット 1
⑤ microSDHCメモリーカード（32GB） 1
⑥ SDカードアダプター 1
⑦ 電源ケーブル 1
⑧ フロントカメラ 1
⑨ コードホルダー（150mm） 1
⑩ フロントカメラケーブル 1
⑪ バンドクランプ 65
⑫ ハーネス固定テープ（200mm×100mm） 5
⑬ 保護シート（200mm×100mm） 3
⑭ クリーナー 1
⑮ ステッカー 1
⑯ 両面テープ（本体用） 1
⑰ グロメット 2
⑱ 両面テープ（車両側ブラケット用） 1
⑲ タッピンねじ（φ4×12） 4
⑳ リヤカメラ 1
㉑ リヤカメラケーブル 1
㉒ クランパー 3
㉓ 両面テープ 1
㉔ テープ（150mm×25mm） 1
㉕ スピードナット 4
㉖ 型紙 1
㉗ インナーカメラ 1
㉘ インナーカメラケーブル 1
㉙ 分岐ケーブル 1
㉚ 取扱説明書 1
㉛ 保証説明書 1
32 チラシ 1
33 チラシ（QRコード） 1
34 チラシ（ステッカー貼り付け） 1

取扱

保証説明書

チラシ

チラシ

チラシ

⑰ ⑱

⑳ ㉑

㉓ ㉔

⑲

㉒

㉖ ㉗㉕

㉙ ㉚

32 33 34㉛

㉘

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫

⑬

⑯

⑭ ⑮
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取り付けに必要な工具類
⊕ドライバー ニッパー

ラジオ
ペンチ

ハンディ
リムーバー

ラチェットレンチ

⊖ドライバー はさみ

マスキングテープ 定規 カッターナイフ、
超音波カッターなど

耐切創手袋

電動ドリル
（φ3、φ4、φ4.5）

ホールソー（φ 16） ポンチ

針金

ハンマー

ビニールテープ

ガムテープ

保護メガネ

ケガキ針

ヤスリ

タッチアップペイント

マグネットハンド ヘキサゴンレンチまたは
六角レンチ（2mm）

T型ヘックスローブ
ビットソケット（T40）

No. 部　品　名　称 数量
40 リヤカメラケーブル 1

ランディ用リヤカメラケーブル（品番：9909J-55ZL4-P01）

構成部品（別売品）

40
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取付上の留意点

本機はDC12V⊖アース車で使用する
DC24V車には使用できません。火災や故障の原因となります。

説明書に従って、取り付けや配線をする
作業は手順どおり正しく行ってください。火災や故障の原因となります。

作業前に、車体のパイプ類・タンク・電気配線などの位置を確認する
車体に穴を開けて取り付ける場合は、パイプ類・タンク・電気配線などに干渉・接触し
ないようにし、加工部にサビ止め・浸水防止処置をしてください。火災や感電の原因と
なります。

作業前に、必ずバッテリーの⊖端子を外す
外さずに作業すると、ショートによる感電やけがの原因となります。

使用しないコードの先端などは、テープなどで絶縁する
被覆がない部分が金属部に接触すると、ショートによる火災や感電、故障の原因となり
ます。

コード類は、運転を妨げないように引き回す
ステアリング・シフトレバー・ブレーキペダルなどに巻きつくと交通事故の原因となり
ます。

作業後は、車の電装品※の動作確認をする
正常に動作しないと、火災や感電、交通事故の原因となります。
※ブレーキ、ライト、ホーン、ハザード、ウィンカーなど

ドライブレコーダーは、保安基準の取付許容範囲に貼り付ける
視界不良による事故の原因となります。

取り付け（取り外し）や配線は、専門技術者に依頼する
誤った取り付けや配線をした場合、車に支障をきたすことがありますので、スズキ代理
店またはスズキ代理店が指定した販売店にご依頼ください。

視界や運転を妨げる場所※、同乗者に危険をおよぼす場所には、取り付けない
交通事故やけがの原因となります。
※ステアリング・シフトレバー・ブレーキペダル付近など

エアバッグの動作を妨げる場所には、取り付けや配線をしない
エアバッグが動作しなかったり、動作したエアバッグで部品が飛ばされ、死亡事故の原
因となります。作業に際しては、車両に付属のオーナーズマニュアルやサービスマニュ
アルに記載された注意事項を確認してから作業を行ってください。

『黄色のハーネス』はSRS（エアバッグ）用のハーネスであるため、絶対に他のコード類
などを固定しない
万一の作動時に正常な機能を発揮できなくなり危険です。（※取付位置の安全性を考慮し、
販売店にご相談のうえ、取付位置を決めてください。）

取り付けやアース配線に、車の保安部品※を使わない
制動不能や発火、交通事故の原因となります。
※ステアリング、ブレーキ系統、タンクなどのボルトやナット

警告
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必ず、付属品や指定の部品を使用する
機器の損傷や確実に固定できず、事故や故障、火災の原因となります。

板金エッジ、樹脂バリおよび可動部に干渉しないように配線する

取付場所の汚れ（ごみ・ほこり・油）などを取り除き、しっかり取り付ける
走行中に外れ、交通事故やけがの原因となります。
ときどき取付状態（接着やねじのゆるみなど）を点検してください。

コードを破損しない
断線やショートによる火災や感電、故障の原因となります。
傷つける、無理に引っ張る、折り曲げる、ねじる、加工する、重いものを載せる、熱
器具へ近づける、車の金属部や高温部に接触させるなどしないでください。
車体やねじ、可動部（シートレールなど）へ挟み込まないように引き回してください。
ドライバーなどの先で押し込まないでください。

水のかかる場所や湿気・ほこり・油煙の多い場所に取り付けない
水や油煙などが入ると、発煙や発火、故障の原因となります。

注意

ねじなどの小物部品は乳幼児の手の届くところに置かない
誤って、飲み込むおそれがあります。万一飲み込んだと思われるときは、すぐに医師に
ご相談ください。

分解や改造をしない
交通事故や火災、感電、故障の原因となります。
コードの被覆を切って他の機器の電源を取るのは、絶対におやめください。
アースコードの改造や、他の機器とのアース接続は絶対におやめください。

警告

分解禁止

コネクターは、カチッと音がするまで確実にはめ込む
コネクター外れの原因となります。

コネクターを外す際はリード線を引っ張らず、コネクターを持って外す
リード線の損傷の原因となります。

車両側のワイヤリングハーネスを、強く引っ張らない
コネクター外れやワイヤリングハーネスの損傷の原因となります。

注 記
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取付準備作業
1. 取付作業は、安全な場所に車を駐車し、パーキングブレーキをかけた状態で行ってください。

2. 取付作業中は、必ず、エンジンを停止して、バッテリーの⊖端子を外しておいてください。この際、
⊖端子が⊕端子と接触しないようにご注意ください。

バッテリーの⊖端子を外すと、ラジオやテレビ等のメモリーが全て消えてしまうことがあります。
このような場合は、取り外し前にメモリーを控え、終了後にメモリーを再設定してください。

アドバイス

3. 構成部品が取付説明書通りになっているか、また不良部品の混在等がないかを確認してください。

・本製品の仕様・外観は、改良のため予告なく変更することがあります。
・本書に記載の寸法は、おおよその数値です。
・イラストはイメージであり、実際と異なる場合があります。

取り付けの際は車両を傷つけないように十分注意してください。
本文中の取付上の 注 記 は、必ず取付に反映させて作業を行ってください。
 もし、 注 記 を無視して取り付けると、ドライブレコーダーの正常な動作を阻害するばかりで
なく、車両故障につながるおそれがあります。
本書で指示した以外の車両部品を取り外さないでください。
誤って取り付けた場合、ドライブレコーダーの正常な動作を阻害するばかりでなく、車両機能
を損ない、ひいては車両故障につながるおそれがあります。しかも、保証の対象にはなりませ
んのでご注意ください。
本品は4輪車専用です。2輪車へは取り付けないでください。
各作業の際、カメラレンズ部に工具等を当てたり、保護マットがない場所にドライブレコーダー
を置いたりしないでください。カメラレンズ部等に傷がつくことがあります。
取付作業は、ルーフライニングに無理な力を加えないで行ってください。
ルーフライニングが折り曲がらないように注意してください。

注 記

道路運送車両の保安基準の細目を定める告示第195条第5項第二号による、道路および交通状
況に係る情報の入手のためのカメラに指定されている要件を満足しております。
取付説明書に記載されているドライブレコーダーの取付位置は、「性能面（ワイパー払拭範囲）」
「法規制（フロントガラスの実直寸法20％以内へのカメラ取付）」等を考慮しています。必ず、
取付説明書通りの取付を行ってください。

アドバイス
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取付要領 取付作業

全車共通

本書では取り外し部品の概略のみを記載しています。取り外し方法の詳細については各車種の「サ
ービスマニュアル」を参照してください。

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は特に指示がある場合を除き再使用します。紛失し
ないでください。

注 記

車両部品の取り外し方法
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⑧フロントカメラは、検査標章（車検証シール）
を貼り付けていない場合、または検査標章が⑧
フロントカメラ取付範囲外に貼り付けてある場
合に取り付けることができます。
新車時などに⑧フロントカメラを取り付ける場
合、検査標章（車検証シール）を⑧フロントカ
メラ取付範囲外へ貼り付けてください。

注 記

検査標章（車検証シール）が⑧フロントカメラ取
付範囲に貼り付けてある場合、⑧フロントカメラ
を取り付けることができません。

注 記

検査標章を貼り付ける際は、⑧フロントカメラ視
野範囲外に貼り付けてください。⑧フロントカメ
ラ視野範囲内に貼り付けると⑤microSDHCメモ
リーカードに記録される映像に検査標章が映り込
みます。

注 記

⑧フロントカメラ取付範囲 ⑧フロントカメラ取付範囲

検査標章

⑧フロントカメラ
取付範囲

検査標章

○検査標章推薦貼付位置
　（⑧フロントカメラ
      視野範囲外に貼り
      付けている）

×検査標章
 （⑧フロントカメラ視野
    範囲内に貼り付けている）

⑧フロント
カメラ
視野範囲

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラの撮影範囲がワイパー払拭範囲
内にあることを確認してください。ワイパーの払
拭範囲から外れた位置にあると、雨天時など鮮明
な映像が記録されないおそれがあります。

注 記⑧フロントカメラフロントワイパー

ワイパー払拭範囲

フロントカメラの取付条件について
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ロックボタン

⑧フロントカメラ
角度合わせ基準

角度調整目盛り

ロック

ロック解除

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラ

車両前方

車両前方

車両前方

■フロントカメラ取付前の準備
（1） ⑧フロントカメラ右側のロックボタンをスラ

イドしてロックを解除してください。
（2） ⑧フロントカメラ左側の角度調整目盛りと⑧

フロントカメラ角度合わせ基準を合わせてく
ださい。

（3） ロックボタンをスライドしてロックしてくだ
さい。

 しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。
 ⑧フロントカメラ画像に必要な情報が記録され
ないおそれがあるため、「車種別取付要領」で
指定されている位置に確実に調整してくださ
い。

注 記

調整位置は車種により異なりますので「車種別取
付要領」を参照してください。

アドバイス

（4） ⑧フロントカメラのコネクターと⑩フロント
カメラケーブルのコネクターを接続してくだ
さい。

（5） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。

⑧フロントカメラのコード

⑩フロントカメラ
ケーブル ⑫ハーネス固定テープ

（70mm×50mm）

コネクター

フロントカメラ取付前の準備
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（6） ⑨コードホルダーを寸法通り切り取ってくだ
さい。

 ⑨コードホルダーは、カッター等で寸法通りに
切ってください。
 カッターを使用する際は、耐切創手袋を着用し
て作業してください。着用しないで作業を行う
と、けがをするおそれがあります。

注意

⑨コードホルダー使用の有無や切取寸法は、車種
により異なりますので「車種別取付要領」を参照
してください。

アドバイス

⑨コードホルダー

破棄する

※切取寸法は「車種別取付要領」を参照

（7） ⑨コードホルダーに⑧フロントカメラのコー
ドを通してください。

（8） ⑨コードホルダーを⑧フロントカメラのコー
ド根元に突き当ててください。

⑨コードホルダーは、⑧フロントカメラに突き当
てた位置にセットしてください。

注 記

⑧フロントカメラのコード

⑧フロントカメラ

突き当てる

⑨コードホルダー

車両前方

車両外側から見た図です

車両中心

基準線A

マスキングテープ等で
マーキングする

※貼付位置寸法は「車種別取付要領」を参照

（1） 車両外側からマスキングテープ等で⑧フロン
トカメラの貼付用基準線Aをマーキングして
ください。

図は、車両外側から見た図を示しています。
貼付位置寸法については「車種別取付要領」を
参照してください。
マスキングテープ等でマーキングする際、テー
プ等の外側が基準線Aになるようにしてくださ
い。
貼付用基準線Aのマーキングを貼り付けるとき
は、地面に対して垂直に貼られていることを車
両外側から確認してください。

アドバイス

フロントカメラの取付方法
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※貼付位置寸法は「車種別取付要領」を参照

基準線Aのマーキング
8mm以内で貼る

基準線B

マスキングテープ等で
マーキングする

基準（セラミックライン端）

車両内側から見た図です

マーキング

⑧フロントカメラ貼付位置

車両前方

⑭クリーナー

（2） 車両内側からマスキングテープ等で⑧フロン
トカメラの貼付用基準線Bをマーキングして
ください。

基準線Aのマーキングより8mm以内に基準線Bの
マーキングをしてください。8mm以上マーキン
グを行うと⑧フロントカメラ貼付後、基準線Bの
マーキングが外せなくなるおそれがあります。

注 記

図は、車両内側から見た図を示しています。
貼付位置寸法については「車種別取付要領」を
参照してください。
マスキングテープ等でマーキングする際、テー
プ等の下側が基準線Bになるようにしてくださ
い。
貼付用基準線Bのマーキングを貼り付けるとき
は、地面に対して水平に貼られていることを車
両外側から確認してください。

アドバイス

（3） ⑧フロントカメラ貼付位置のよごれ、油分を
同梱の⑭クリーナーで拭き取ってください。

必ず同梱の⑭クリーナーを使用してください。
同梱の⑭クリーナー以外を使用した場合、含ま
れる成分によっては⑧フロントカメラが貼り付
かなくなるおそれがあります。
拭取後は、必ずガラス面が完全に乾いているこ
とを確認してから次の作業を行ってください。

注 記
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両面テープ

⑧フロントカメラ

はく離紙

レンズ保護
フィルム

（4） レンズ保護フィルムをはがしてください。

⑧フロントカメラのレンズを手で触って汚した
り、傷を付けたりしないでください。

注 記

（5） ⑧フロントカメラの両面テープからはく離紙
を剥がしてください。

粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそれ
がありますので、両面テープの粘着面に手で触れ
たりしないでください。

注 記

作業環境（温度・湿気）に注意してください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼付作業を行ってください。
温度について

 貼付作業時の環境温度は、15℃以上が推奨で
す。気温が低い時期（気温15℃未満の作業環
境など）は、両面テープの柔軟性が低下して、
ガラス面と十分な粘着力が得られない場合があ
ります。
湿気について

 貼付部のガラス表面を乾燥させてください。室
温に比べてガラス表面温度が低い場合は、結露
によって水滴や湿気が付着しやすくなり、両面
テープの粘着力が著しく低下します。
⑧フロントカメラを温めすぎると、破損する可
能性がありますので、両面テープを温める際は、
数秒だけドライヤーなどで温めてください。
粘着力が弱まり、落下するおそれがありますの
で、⑧フロントカメラを貼り直したりしないで
ください。
貼付後、ガラスクリーナー等を用いて付近を清
掃する場合は、必ず20分以上放置後に行って
ください。十分な時間が経たずにガラスクリー
ナー等のスプレーや水分が付着すると、粘着力
が低下し落下する可能性があります。
本機を車体から取り外す場合は、貼付面の四隅
を持ってください。本体部や可動部を持って剥
がそうとすると、本機が破損するおそれがあり
ます。

注 記

マーキング

ドライヤーなど
車両前方

ドライヤーなど

両面テープ

⑧フロントカメラ

貼り直さない

⑧フロントカメラ車両前方
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（6） ⑨コードホルダーをルーフライニングに収め
てください。

（7） 基準線Aに⑧フロントカメラ貼付面の右端を
合わせ、同時に基準線Bに⑧フロントカメラ
貼付面の上端を合わせてフロントガラスに貼
り付けてください。

⑧フロントカメラ貼付用両面テープ部に水分が
付着しないようにしてください。水分が付着し
た場合は、ドライヤーなどで乾燥させてくださ
い。
貼り付ける際、貼付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
貼付時、フロントガラスと両面テープの間の空
気（気泡）を抜くように、貼付面右端から左端
へ徐々に貼り付けてください。
両面テープをしっかりと定着させるため、5秒
以上⑧フロントカメラをフロントガラスに押し
つけてください。
押しつける際、貼付面の四隅を押しつけるよう
にしてください。
⑧フロントカメラ貼付後、車両外側から見て両
面テープの部分に気泡がないことを確認してく
ださい。
⑧フロントカメラ貼付時、⑧フロントカメラの
コードをルーフライニングにまっすぐ引き込ん
でください。曲がっていると脱落の原因となり
ます。

⑧フロント
カメラのコード

⑧フロント
カメラのコード

注 記

⑧フロントカメラ貼付後、貼付基準用のマーキ
ングを剥がしてください。
運転席側に貼り付ける際は、基準線Aに⑧フロ
ントカメラ貼付面の左端を合わせて貼り付けて
ください。

アドバイス

⑧フロントカメラ
貼付位置

⑨コードホルダー

ルーフライニング

⑧フロント
カメラ

⑧フロント
カメラ

1コードホルダーを入れる

基準線B

2貼り付ける

3押さえる

基準線A

車両前方

⑧フロント
カメラ

⑧フロントカメラ

⑧フロント
カメラ
貼付面右端

⑧フロントカメラ貼付面上端

基準線Bに合わせる

基準線B

⑧フロントカメラ貼付面上端

基準線A

車両前方

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラ貼付面の四隅および
中央を均等に強く5秒以上押しつける
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ETCアンテナ 地上デジタル
アンテナ

㉗インナーカメラ貼付位置

20mm以上

50mm以上

㉗インナーカメラは、ETCアンテナから20mm
以上、地上デジタルアンテナからは50mm以上
離れた位置へ取り付けてください。

注 記

インナーカメラの取付条件について

検査標章

㉗インナーカメラ貼付位置

検査標章

㉗インナーカメラ貼付位置

㉗インナーカメラは、検査標章（車検証シール）
を貼り付けていない場合、または検査標章が㉗
インナーカメラ取付範囲外に貼り付けてある場
合に取り付けることができます。
新車時などに㉗インナーカメラを取り付ける場
合、検査標章（車検証シール）を㉗インナーカ
メラ取付範囲外へ貼り付けてください。

注 記

検査標章（車検証シール）が㉗インナーカメラ取
付範囲に貼り付けてある場合、㉗インナーカメラ
を取り付けることができません。

注 記
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カメラ角度合わせ基準

カメラ角度合わせ基準

角度調整目盛り

キャップ
ツメ×3

六角穴付きボルト

取付ステー

キャップ

㉗インナーカメラ

マイナスドライバー

（1） ㉗インナーカメラ右側のキャップを取り外し
てください。

（2） ヘキサゴンレンチ（2mm）または、六角レン
チ（2mm）を使用して、六角穴付きボルトを
外し、取付ステーを取り外してください。

（3） ㉗インナーカメラ右側の角度調整目盛りと取
付ステーのカメラ角度合わせ基準を合わせて
ください。

（4） 六角穴付きボルトを取り付け、キャップのカ
メラ角度合わせ基準を取付ステーのカメラ角
度合わせ基準に合わせてキャップを取り付け
てください。

 六角穴付きボルトに緩みが無く、がたつき等が
無いことを確認してください。
 ㉗インナーカメラの映像に必要な情報が記録さ
れないおそれがあるため、「車種別取付要領」
で指定されている位置に確実に調整してくださ
い。

注 記

調整位置は車種により異なりますので「車種別取
付要領」を参照してください。

アドバイス

（5） ㉗インナーカメラのコネクターと㉘インナー
カメラケーブルのコネクターを接続してくだ
さい。

（6） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。

㉗インナーカメラのコード

㉘インナー
カメラケーブル

7Pコネクター

⑫ハーネス固定テープ
（50mm×50mm）

インナーカメラ取付前の準備
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※貼付位置寸法は「車種別取付要領」を参照

マスキングテープ等で
マーキングする

マスキングテープ等で
マーキングする

基準線A

車両中心

※ mm

※ mm

■ 車両中心から測定する場合

■ 車両端から測定する場合

車両前方

車両前方

車両外側から見た図です

車両外側から見た図です

基準（セラミック
ライン端）

基準線A

（1） 車両外側からマスキングテープ等で㉗イン
ナーカメラの貼付用基準線Aをマーキングし
てください。

図は、車両外側から見た図を示しています。
貼付位置寸法については「車種別取付要領」を
参照してください。
マスキングテープ等でマーキングする際、車両
中心から測定する場合は、テープ等の外側が基
準線Aになるようにしてください。

 車両端から測定する場合は、テープ等の内側が
基準線Aになるようにしてください。
貼付用基準線Aのマーキングを貼り付けるとき
は、地面に対して垂直に貼られていることを車
両外側から確認してください。

アドバイス

インナーカメラの取付方法
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※貼付位置寸法は「車種別取付要領」を参照

車両内側から見た図です

※ mm 

基準線B

マスキングテープ等で
マーキングする

基準
（セラミック
ライン端）

基準線Aのマーキング

㉗インナーカメラ貼付位置

⑭クリーナー

マーキング

マーキング

車両前方

（2） 車両内側からマスキングテープ等で㉗イン
ナーカメラの貼付用基準線Bをマーキングし
てください。

図は、車両内側から見た図を示しています。
貼付位置寸法については「車種別取付要領」を
参照してください。
マスキングテープ等でマーキングする際、テー
プ等の下側が基準線Bになるようにしてくださ
い。
貼付用基準線Bのマーキングを貼り付けるとき
は、地面に対して水平に貼られていることを車
両外側から確認してください。

アドバイス

（3） ㉗インナーカメラ貼付位置のよごれ、油分を
同梱の⑭クリーナーで拭き取ってください。

必ず同梱の⑭クリーナーを使用してください。
同梱の⑭クリーナー以外を使用した場合、含ま
れる成分によっては㉗インナーカメラが貼り付
かなくなるおそれがあります。
拭取後は、必ずガラス面が完全に乾いているこ
とを確認してから次の作業を行ってください。

注 記
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両面テープ

㉗インナーカメラ

はく離紙

マーキング

ドライヤーなど

ドライヤーなど

両面テープ

貼り直さない

㉗インナーカメラ

車両前方

車両前方

㉗インナー
カメラ

（4）レンズ保護フィルムを剥がしてください。

㉗インナーカメラのレンズを手で触って汚した
り、傷を付けたりしないでください。

注 記

（5） ㉗インナーカメラの両面テープからはく離紙
を剥がしてください。

粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、両面テープの粘着面に手で
触れたりしないでください。
作業環境（温度・湿気）に注意してください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼付作業を行ってください。
温度について

 貼付作業時の環境温度は、15℃以上が推奨で
す。気温が低い時期（気温15℃未満の作業環
境など）は、両面テープの柔軟性が低下して、
ガラス面と十分な粘着力が得られない場合があ
ります。
湿気について

 貼付部のガラス表面を乾燥させてください。室
温に比べてガラス表面温度が低い場合は、結露
によって水滴や湿気が付着しやすくなり、両面
テープの粘着力が著しく低下します。
㉗インナーカメラを温めすぎると、破損する可
能性がありますので、両面テープを温める際は、
数秒だけドライヤーなどで温めてください。
粘着力が弱まり、落下するおそれがありますの
で、㉗インナーカメラを貼り直したりしないで
ください。
貼付後、ガラスクリーナー等を用いて付近を清
掃する場合は、必ず20分以上放置後に行って
ください。十分な時間が経たずにガラスクリー
ナー等のスプレーや水分が付着すると、粘着力
が低下し落下する可能性があります。
本機を車体から取り外す場合は、貼付面の四隅
を持ってください。本体部や可動部を持って剥
がそうとすると、本機が破損するおそれがあり
ます。

注 記

㉗インナーカメラ

レンズ保護
フィルム
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㉗インナーカメラ

貼り付ける

㉗インナーカメラ
貼付位置

基準線A

基準線B

車両前方

㉗インナーカメラ

㉗インナーカメラ貼付面の四隅および
中央を均等に強く5秒以上押しつける

車両前方

㉗インナーカメラの
取付ステー左上を
合わせる

㉗インナーカメラ

㉗インナーカメラ貼付面上端

基準線Bに合わせる

㉗インナーカメラ
貼付面左端

㉗インナーカメラ

（6） 基準線Aと基準線Bの交点に㉗インナーカメ
ラの取付ステーの左上を合わせ、同時に基準
線Bに㉗インナーカメラ貼付面の上端を合わ
せてフロントガラスに貼り付けてください。

㉗インナーカメラ貼付用両面テープ部に水分が
付着しないようにしてください。水分が付着し
た場合は、ドライヤーなどで乾燥させてくださ
い。
貼り付ける際、貼付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
貼付時、フロントガラスと両面テープの間の空
気（気泡）を抜くように、貼付面左端から右端
へ徐々に貼り付けてください。
両面テープをしっかりと定着させるため、5秒
以上㉗インナーカメラをフロントガラスに押し
つけてください。
押しつける際、貼付面の四隅および中央を押し
つけるようにしてください。
㉗インナーカメラ貼付後、車両外側から見て両
面テープの部分に気泡がないことを確認してく
ださい。
㉗インナーカメラ貼付時、㉗インナーカメラの
コードをルーフライニングにまっすぐ引き込ん
でください。曲がっていると脱落の原因となり
ます。

㉗インナーカメラのコード

注 記

㉗インナーカメラ貼付後、貼付基準用のマーキ
ングを剥がしてください。
基準線を車両端から測定する場合は、基準線A
と基準線Bの交点に㉗インナーカメラの取付ス
テーの右上を合わせ、同時に基準線Bに㉗イン
ナーカメラ貼付面の上端を合わせて貼り付けて
ください。
基準線の位置については「車種別編取付要領」
を参照してください。

アドバイス
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カットした⑫ハーネス固定テープや⑪バンドクランプを使用して、次に示すコードを固定しながら
ナビゲーションユニットまで配線してください。
・⑧フロントカメラのコード
・⑩フロントカメラケーブル
・㉗インナーカメラのコード
・㉘インナーカメラケーブル
・⑦電源ケーブル

 コード類は、運転を妨げないように引き回す
 ステアリング・シフトレバー・ブレーキペダルなどに巻きつくと交通事故の原因となります。
 エアバッグの動作を妨げる場所には、取り付けや配線をしない

 エアバッグが動作しなかったり、動作したエアバッグでナビゲーションや部品が飛ばされ、死亡事故
の原因となります。作業に際しては、車両に付属のオーナーズマニュアルやサービスマニュアルに記
載された注意事項を確認してから作業を行ってください。

警告

 ルーフライニングを変形させないように注意しながら、⑫ハーネス固定テープを巻いた⑧フロントカ
メラおよび㉗インナーカメラのコードをルーフライニングの隙間に押し込んでください。

⑫ハーネス固定テープ

⑧フロントカメラおよび㉗インナーカメラのコード

㉘インナーカメラケーブル

㉗インナーカメラのコード

車両前方

車両前方

⑧フロントカメラ

⑩フロントカメラケーブル

⑧フロントカメラのコード

㉗インナーカメラ

 コードをドライバーなどの先のとがったもので押したりしないでください。コードが傷つき故障の原
因となります。
 フロントピラーインナートリムを取り付けた際に⑧フロントカメラのコードおよび⑩フロントカメラ
ケーブル等をかみ込まない位置に配線してください。

注 記

配線のしかた
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⑫ハーネス固定テープは、はさみ等で切って使用してください。
ルーフライニングが下げにくい場合は、リムーバー等を使用すると作業が容易に行えます。
⑬保護シートは、はさみ等で寸法通り切って使用してください。
⑬保護シートの寸法については、「車種別取付要領」を必ず参照してください。
⑪バンドクランプの余長部分は3～5mm残し、

 ニッパー等で切り取ってください。
 以降の作業も同様に行ってください。

⑦電源ケーブルの3Pコネクター（オス）は、ナビゲーションの電源ハーネスの3Pコネクター（メス）
に接続します。
パナソニック製ETC2.0車載器と同時に装着する場合は、ETCを接続した後に、ETC2.0車載器の電
源コードの3Pコネクター（メス）に⑦電源ケーブルの3Pコネクター（オス）を接続します。
3Pコネクター（オス）及び20Pコネクター（メス）の接続方法については、全車共通の「接続のしかた」
を必ず参照してください。

アドバイス

切り取る⑪バンドクランプ
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リヤワイパー

ワイパー払拭範囲

⑳リヤカメラ

⑳リヤカメラの撮影範囲がワイパー払拭範囲内に
あることを確認してください。ワイパーの払拭範
囲から外れた位置にあると雨天時など鮮明な映像
が記録されないおそれがあります。

注 記

⑳リヤカメラの両面テープがリヤガラスの熱線に
触れないように取り付けてください。

注 記

⑳リヤカメラ

熱線

両面テープ

リヤカメラの取付条件について
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（1） ⑳リヤカメラ左側のロックボタンをスライド
してロックを解除してください。

（2） ⑳リヤカメラ右側の角度調整目盛りと⑳リヤ
カメラ角度合わせ基準を合わせてください。

（3） ロックボタンをスライドしてロックしてくだ
さい。

 しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。
 ⑳リヤカメラ画像に必要な情報が記録されない
おそれがあるため、「車種別取付要領」で指定
されている位置に確実に調整してください。

注 記

調整位置は車種により異なりますので「車種別取
付要領」を参照してください。

アドバイス

ロックボタン

⑳リヤカメラ角度合わせ基準

角度調整目盛り

ロック

ロック解除

⑳リヤカメラ

⑳リヤカメラ

車両前方

車両前方
車両前方

リヤカメラ取付前の準備
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（1） 車両外側からマスキングテープ等で⑳リヤカ
メラの貼付用基準線Aをマーキングしてくだ
さい。

 図は、車両外側から見た図を示しています。
 貼付位置寸法については「車種別取付要領」を
参照してください。
 マスキングテープ等でマーキングする際、テープ
等の外側が基準線Aになるようにしてください。
 貼付用基準線Aのマーキングを貼り付けるとき
は、地面に対して垂直に貼られていることを車
両外側から確認してください。

アドバイス

マスキングテープ等で
マーキングする

車両中心 基準線A

※

※貼付位置寸法は「車種別取付要領」を参照

車両外側から見た図です

（2） 車両内側からマスキングテープ等で⑳リヤカ
メラの貼付用基準線Bをマーキングしてくだ
さい。

基準線Aのマーキングより8mm以内に基準線Bの
マーキングをしてください。8mm以上マーキン
グを行うと⑳リヤカメラ貼付後、基準線Bのマー
キングが外せなくなるおそれがあります。

注 記

 図は、車両内側から見た図を示しています。
 貼付位置寸法については「車種別取付要領」を
参照してください。
 マスキングテープ等でマーキングする際、テープ
等の下側が基準線Bになるようにしてください。
 貼付用基準線Bのマーキングを貼り付けるとき
は、地面に対して水平に貼られていることを車
両外側から確認してください。

アドバイス

マスキングテープ等で
マーキングする

※

基準（セラミック
ライン端）

基準線B
8mm以内で貼る

基準線Aのマーキング

※貼付位置寸法は「車種別取付要領」を参照

車両内側から見た図です

マーキング

⑳リヤカメラ貼付位置

車両前方

⑭クリーナー

（3） ⑳リヤカメラ貼付位置のよごれ、油分を同梱
の⑭クリーナーで拭き取ってください。

 必ず同梱の⑭クリーナーを使用してください。
同梱の⑭クリーナー以外を使用した場合、含ま
れる成分によっては⑳リヤカメラが貼り付かな
くなるおそれがあります。
 拭取後は、必ずガラス面が完全に乾いているこ
とを確認してから次の作業を行ってください。

注 記

リヤカメラの取付方法



第12版
頁　31／384

両面テープ

⑳リヤカメラ

はく離紙

レンズ保護
フィルム

マーキング

ドライヤーなど

貼り直さない

⑳リヤカメラ

車両前方

車両前方

ドライヤーなど

両面テープ

⑳リヤカメラ

（4） レンズ保護フィルムをはがしてください。

⑳リヤカメラのレンズを手で触って汚したり、傷
を付けたりしないでください。

注 記

（5） ⑳リヤカメラの両面テープからはく離紙を剥
がしてください。

粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれがあ
りますので、両面テープの粘着面に手で触れたり
しないでください。

注 記

 作業環境（温度・湿度）に注意してください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでガラス
面と⑳リヤカメラの両面テープ部を温めてから
貼付作業を行ってください。
 温度について

 貼付作業時の環境温度は、15℃以上が推奨で
す。気温が低い時期（気温15℃未満の作業環
境など）は、両面テープの柔軟性が低下して、
ガラス面と十分な粘着力が得られない場合があ
ります。
 湿気について

 貼付部のガラス表面を乾燥させてください。室
温に比べてガラス表面温度が低い場合は、結露
によって水滴や湿気が付着しやすくなり、両面
テープの粘着力が著しく低下します。
 ⑳リヤカメラを温めすぎると、破損する可能性
がありますので、両面テープを温める際は、数
秒だけドライヤーなどで温めてください。
 粘着力が弱まり、落下するおそれがありますの
で、⑳リヤカメラを貼り直したりしないでくだ
さい。
 貼付後、ガラスクリーナー等を用いて付近を清
掃する場合は、必ず20分以上放置後に行って
ください。十分な時間が経たずにガラスクリー
ナー等のスプレーや水分が付着すると、粘着力
が低下し落下する可能性があります。
 本機を車体から取り外す場合は、貼付面の四隅
を持ってください。本体部や可動部を持って剥
がそうとすると、本機が破損するおそれがあり
ます。

注 記
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⑳リヤカメラ

基準線B

1貼り付ける

2押さえる

基準線A

⑳リヤカメラ
貼付位置

基準線A
⑳リヤカメラ
貼付面右端

⑳リヤカメラ

⑳リヤカメラ貼付面上端

基準線Bに合わせる

基準線B

⑳リヤカメラ

⑳リヤカメラ貼付面上端

⑳リヤカメラ

車両前方

車両前方

⑳リヤカメラ貼付面の四隅および
中央を均等に強く5秒以上押しつける

（6） 基準線Aに⑳リヤカメラ貼付面の右端を合わ
せ、同時に基準線Bに⑳リヤカメラ貼付面の
上端を合わせてリヤガラスに貼り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラ貼付用両面テープ部に水分が付着
しないようにしてください。水分が付着した場
合は、ドライヤーなどで乾燥させてください。
貼り付ける際、貼付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
貼付時、リヤガラスと両面テープの間の空気（気
泡）を抜くように、貼付面右端から左端へ徐々
に貼り付けてください。
両面テープをしっかりと定着させるため、5秒
以上⑳リヤカメラをリヤガラスに押しつけてく
ださい。
押しつける際、貼付面の四隅および中央を押し
つけるようにしてください。
⑳リヤカメラ貼付後、車両外側から見て両面
テープの部分に気泡がないことを確認してくだ
さい。

注 記

 ⑳リヤカメラ貼付後、貼付基準用のマーキング
を剥がしてください。
 助手席側に貼り付ける際は、基準線Aに⑳リヤ
カメラ貼付面の右端を合わせて貼り付けてくだ
さい。

アドバイス
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ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

針金

針金挿入方向

バックドアハーネス
グロメット

㉑リヤカメラ
ケーブルの
引き込み方向

7P
コネクター

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

（1） 車両バックドアハーネスグロメットのかん合
を外してください。

（2） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングしてください。

（3） 先端をテーピングした針金を、バックドア
ハーネスグロメットのバックドア側から室内
側に通してください。

 本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き
込み方向が異なる場合があります。
 引き込み方向の詳細は「車種別取付要領」を参
照してください。

アドバイス

（4） ㉑リヤカメラケーブルの7P コネクターを針
金にテーピングしてください。

（5） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

 車両バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラ
ケーブルの破損防止のため、㉑リヤカメラケー
ブルをバックドアハーネスグロメット内に通す
際は、無理に引っ張ったりしないでください。
 ㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、車両ハーネスの電線と
からませないように通してください。
 ㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、テーピングの上から中
性洗剤等を塗布してコネクターがバックドア
ハーネスグロメット内で引っかからないように
してください。その際、コネクターに中性洗剤
が掛からないようにしっかりテーピングしてく
ださい。

注 記

バックドアハーネス
グロメット

リヤカメラケーブル配線（バックドア内）
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㉑リヤカメラケーブル

バックドアハーネス
グロメット

※※mm

先端（カメラ側）

（6） ㉑リヤカメラケーブルを車室内側に引き込ん
でください。

（7） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは図示寸法
を確保してください。

バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカメラ
ケーブルのカメラ側先端までの寸法は車種により
異なりますので「車種別取付要領」を参照してく
ださい。

アドバイス

（8） 異音防止のため、⑫ハーネス固定テープをカ
メラ側の㉑リヤカメラケーブルに貼り付けて
ください。

㉑リヤカメラケーブルの固定箇所・方法は車種に
より異なりますので「車種別取付要領」を参照し
てください。

アドバイス

※※mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ

㉑リヤカメラケーブル

（9） ⑳リヤカメラのコードと㉑リヤカメラケーブ
ルのコネクターを接続してください。

（10） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。

7Pコネクター
⑳リヤカメラのコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（50mm×50mm）
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（11） 車両バックドアハーネスグロメットを復元し
てください。

水漏れの原因となるため、車両バックドアハーネ
スグロメットは確実に復元してください。

注 記

（12） ㉑リヤカメラケーブルを⑪バンドクランプま
たは⑫ハーネス固定テープで固定しながら配
線してください。

 ルーフライニングにしわや折れが出ないように
注意して作業してください。
 経路上に車両エッジがある場合は、⑬保護シー
トを貼ってください。
 貼付位置表面のよごれ、水分、油分を十分拭き
取ってください。

注 記

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固定テープ
　（※mm）

車両前方

⑪バンド
クランプ

バックドア開口部左
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（1） 各ケーブルを⑪バンドクランプおよび⑫ハー
ネス固定テープで固定しながら①ドライブレ
コーダー本体取付部付近まで配線してくださ
い。

 経路上に車両エッジがある場合は、⑬保護シー
トを貼ってください。
 貼付位置表面のよごれ、水分、油分を十分拭き
取ってください。
 ①ドライブレコーダー本体取付部については、
車種別に必要な要領が記載されている「車種別
取付要領」を必ず参照してください。

注 記

 ケーブルの配線については、車種別に必要な要
領が記載されている「車種別取付要領」を必ず
参照してください。
 ⑫ハーネス固定テープおよび⑬保護シートは、
はさみ等で切って使用してください。
 ⑬保護シートの寸法については、車種別に必要
な要領が記載されている「車種別取付要領」を
必ず参照してください。
 ⑪バンドクランプの余長部分は切り取ってくだ
さい。
 以降の作業も同様に行ってください。

アドバイス

他の用品の配線や、コントローラー等と干渉したり、悪影響を与えたりしないように注意して配線をし
てください。

注 記

各ケーブルの配線方法

⑪バンド
クランプ

⑫ハーネス
固定テープ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（※mm）

車両前方

⑫ハーネス
固定テープ

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（※mm）

車両前方

左フロントピラー部

左Bピラー下部
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INNER REAR

INNER REAR

㉘インナーカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉙分岐ケーブル

㉘インナーカメラケーブル

㉑リヤカメラケーブル

㉙分岐ケーブル

（2） ケーブルのタグの文字を合わせるように、㉑
リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメラ
ケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくださ
い。

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。

注 記
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⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ

ケーブル

（6） 各ケーブルの余長は、「車種別取付要領」の
指示に従い、⑪バンドクランプおよび⑫ハー
ネス固定テープで束ねて固定してください。

余長固定位置および固定方法については、「車種
別取付要領」を必ず参照してください。

アドバイス

※mm

車両前方

各ケーブル

⑪バンドクランプ
（4） 図に従い、各ケーブルを車両クランプから※

mm確保し、⑪バンドクランプで車両ハーネ
スに固定してください。

（5） 各ケーブルを⑪バンドクランプで車両ハーネ
スに固定してください。

①ドライブレコーダー本体取付部については、車
種別に必要な要領が記載されている「車種別取付
要領」を必ず参照してください。

アドバイス

㉘インナーカメラケーブルまたは
㉑リヤカメラケーブル

㉙分岐ケーブル

コネクター

⑫ハーネス固定テープ
（50mm×50mm）

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。
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グローブボックス等の可動するような場所に①ド
ライブレコーダー本体を取り付けしないでくださ
い。衝撃を正しく検知できず、誤って作動したり
衝撃があっても作動しないことがあります。

注 記

運転席の足元付近など、搭乗者が容易に触れてし
まうような場所に①ドライブレコーダー本体を取
付しないでください。長時間、身体に触れている
と低温やけどをおこすおそれがあります。

注 記

①ドライブレコーダー本体と他の取付位置が重なる場合は、①ドライブレコーダー本体の取付位置を優
先してください。

注 記

ドライブレコーダー本体の取付条件について
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車両部品の加工方法

A視図

㉖型紙

ネジ穴位置

※mm

※mm

コラムホールカバー

コラムホールカバー㉖型紙

A視

リブとそろえる。

リブ

ケガキ針

（1） ㉖型紙を当て、ケガキ針を使用してマーキン
グ（3箇所）してください。

マーキングについては、車種別に必要な要領が記
載されている「車種別取付要領」を必ず参照して
ください。

アドバイス

■同梱部品の車両側ブラケットを使用しない場合

ドリル（φ4mm）
（3箇所）

コラムホールカバー

10mm

ドリル（φ4mm）

ガムテープ

（2） ㉖型紙を外し、車両部品傷付き防止のため、
電動ドリル（φ4mm）先端から約10mm の位
置にストッパーとなるようにガムテープを巻
き付けてください。

（3） マーキング（3箇所）に電動ドリルでφ4mm
の穴を開けてください。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててください。

注 記

（4） 取付穴のバリ・エッジをヤスリで取り除いて
ください。
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コラムホールカバー

マーキング
（切り抜き位置）

超音波カッター等で切り抜く

（1） 図に従い、油性ペン等を使用してマーキング
してください。

 ㉖型紙を使用する場合は、ネジ穴のマーキング
と一緒に①ドライブレコーダー本体を通す穴の
マーキングをしてください。（一度㉖型紙を当
てたら両方のマーキングが終わるまで㉖型紙を
外さないでください。）
 マーキングについては、車種別に必要な要領が
記載されている「車種別取付要領」を必ず参照
してください。

アドバイス

（2） マーキング位置の内側に沿って超音波カッ
ター等で穴を開けてください。

切り取る際は、耐切創手袋を使用してください。
注意

（3） 取付穴のバリ・エッジをヤスリで取り除いて
ください。

穴を開けたら①ドライブレコーダー本体を仮組み
し、コラムホールカバーと干渉していないことを
確認してください。干渉している場合は、コラム
ホールカバーを削り過ぎに注意しながら削り、調
整してください。

注 記

最初は粗目のヤスリでバリを取り除き、仕上げを
細目のヤスリで毛羽立ちが無くなるようにしてく
ださい。（切断部が「ザラザラ」しないようにし
てください。）

アドバイス

■ドライブレコーダー本体を通す穴を加工する場合

㉖型紙

面沿い
※mm

面沿い
※mm

コラムホールカバー

マーキング

切り抜き位置
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コラムホールカバー
ケガキ針

コラムホールカバー

ドリル（φ16）

（1） 図に従い、ケガキ針を使用してマーキングし
てください。

マーキングについては、車種別に必要な要領が記
載されている「車種別取付要領」を必ず参照して
ください。

アドバイス

（2） マーキングにホールソーでφ16mmの穴を開
けてください。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

（3） 取付穴のバリ・エッジをヤスリで取り除いて
ください。

■配線を通す穴を加工する場合
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コラムホールカバー

角

角の延長線に合わせる。

Rエンド

④車両側ブラケット

ケガキ針
（4箇所）

10mm

ドリル（φ3mm）

ガムテープ

コラムホールカバー

ドリル（φ3mm）

マーキング

（1） 図に従い、④車両側ブラケットを当て、ケガ
キ針を使用してマーキング（4箇所）してく
ださい。

マーキングについては、車種別に必要な要領が記
載されている「車種別取付要領」を必ず参照して
ください。

アドバイス

（2） 図に従い、車両部品傷付き防止のため、電動
ドリル（φ3mm）先端から約10mm の位置に
ストッパーとなるようにガムテープを巻き付
けてください。

（3） マーキング（4箇所）に電動ドリルでφ3mm
の穴を開けてください。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

（4） 取付穴のバリ・エッジをヤスリで取り除いて
ください。

■同梱部品の車両側ブラケットを使用する場合

④車両側ブラケットは、①ドライブレコーダー本体取付部が曲面の場合に、車両部品と②本体ブラケッ
ト間に取り付けます。

アドバイス
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ドライブレコーダー本体の取付方法
■同梱部品の車両側ブラケットを使用しない場合

③スクリュー
（M3×8mm）

②本体ブラケット

②本体ブラケット
貼付位置

はく離紙 インパネセンター
ロアカバー

㉓両面テープ
（⑯両面テープ（本体用）を
　使用する場合もあります。）

①ドライブレコーダー本体

はく離紙

（3） ㉓両面テープや⑯両面テープ（本体用）を①
ドライブレコーダー本体に貼り付けてくださ
い。

㉓両面テープや⑯両面テープ（本体用）を加工す
る場合があります。車種別に必要な要領が記載さ
れている「車種別取付要領」を必ず参照してくだ
さい。

アドバイス

貼付位置が平面の場合は、④車両側ブラケットを
使用しません。

アドバイス

（1） ②本体ブラケットのはく離紙をはがし、穴の
位置が合うように貼り付けてください。

貼付位置表面のよごれ、水分、油分を十分に拭き
取ってください。

注 記

（2） ③スクリュー（M3×8mm）で②本体ブラケッ
トを固定してください。

①ドライブレコーダー本体

②本体ブラケット
（車両部品に取り付けられている）

はく離紙

㉓両面テープ
（⑯両面テープ（本体用）を
　使用する場合もあります。）

（4） ①ドライブレコーダー本体と㉓両面テープお
よび⑯両面テープ（本体用）のはく離紙をは
がしてください。

（5） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに貼り付けてください。

 貼付位置（車両部品）表面のよごれ、水分、油
分を十分に拭き取ってください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

車種によっては、㉓両面テープや⑯両面テープ（本
体用）の形状が図と異なりますが、同様にはく離
紙をはがしてください。

アドバイス
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（2） ④車両側ブラケットのはく離紙をはがし、穴
の位置が合うように貼り付けてください。

（3） ㉕スピードナットおよび⑲タッピンねじで、
④車両側ブラケットを固定してください。

④車両側ブラケットは、貼付位置が平面でない場
合に使用します。

アドバイス

（1） ⑱両面テープ（車両側ブラケット用）を④車
両側ブラケットに貼り付けてください。

④車両側ブラケット

はく離紙をはがす

⑱両面テープ（車両側ブラケット用）

④車両側ブラケット

はく離紙をはがす

④車両側ブラケット取付面

⑲タッピンねじ
（4箇所）

㉕スピードナット
（4箇所）

車両部品

 貼付位置表面のよごれ、水分、油分を十分拭き
取ってください。
 取付穴位置がずれないように貼り付けてくださ
い。
 取り付ける位置が平面でない場合は、形状に合
わせて④車両側ブラケットを変形させてくださ
い。
 ④車両側ブラケットの向きを間違えないよう注
意してください。

注 記

■同梱部品の車両側ブラケットを使用する場合

④車両側ブラケットは、①ドライブレコーダー本体取付部が曲面の場合に、車両部品と②本体ブラケッ
ト間に取り付けます。

アドバイス
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（4） ①ドライブレコーダー本体と⑯両面テープ
（本体用）のはく離紙をはがしてください。

（5） ②本体ブラケットと⑯両面テープ（本体用）
を①ドライブレコーダー本体に貼り付けてく
ださい。

 貼付位置表面のよごれ、水分、油分を十分拭き
取ってください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記
  

 
⑯両面テープ（本体用）

はく離紙をはがす

②本体ブラケット

①ドライブ
レコーダー本体

（6） ①ドライブレコーダー本体に貼り付けた②本
体ブラケットと⑯両面テープ（本体用）のは
く離紙をはがしてください。

（7） ①ドライブレコーダー本体の取付穴を④車両
側ブラケットのツメにはめ込んでください。

貼付位置表面のよごれ、水分、油分を十分拭き取っ
てください。

注 記

はく離紙をはがす

ツメ

①ドライブレコーダー本体

取付穴

④車両側ブラケット
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車両部品の復元

既設部品の点検

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

ホーン、ワイパー等の電装品が正しく動作するか確認してください。

当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取付
前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）

注 記

（1） 車両部品は取り外しと逆の手順にて確実に取り付けてください。ボルト等の締め付けは、サー
ビスマニュアルを参照して規定の締付トルクで行ってください。

（2） バッテリーの⊖側端子を取り付けてください。
（3） バッテリーを外すことにより初期設定に戻るもの、また、データの消えるものは再度、設定し

てください。
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接続のしかた

最新の接続対応機種については、下記サイトをご覧ください。
https://panasonic.jp/car/navi/genuine/

アドバイス

車両20Pコネクター
または24Pコネクター

ナビゲーション

電源ハーネス
（ナビ付属）
または別売の
電源ケーブル

別売

5P
コネクター

12P
コネクター

⑦電源ケーブル

3Pコネクター

10P
コネクター

6P
コネクター

⑧フロントカメラ

①ドライブ
レコーダー本体

⑩フロント
カメラ
ケーブル

10P
コネクター

7P
コネクター

10P
コネクター

7P
コネクター 10P

コネクター

㉑リヤカメラケーブル

⑳リヤカメラ
㉙分岐
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブル

㉗インナーカメラ

ETC2.0車載器使用時は、電源ハーネスの
3Pコネクターの間にETC2.0車載器の電源
コードの3Pコネクターを接続してください。

コネクターを接続した後に、㉔テープまたは
ビニールテープをコネクターに巻き付けてく
ださい。
コネクターの抜けを防ぐため、ケーブルまで
覆うようにして固定してください。　

※

電源ハーネス
（ナビ付属）

⑦電源ケーブル

ETC2.0車載器の
電源コード

ETC2.0車載器の
電源コード

3Pコネクター 

㉔テープまたは
ビニールテープ
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取付・配線の確認

（1） バッテリーの⊖端子を接続し、電源（キース
イッチ）を入れます。
ナビゲーションの電源が入ります。
安全上のご注意が表示されます。
安全上のご注意表示後に現在地画面（自車
位置）が表示されます。
現在地画面が表示されるまで車を発進させ
ないでください。（システムの起動準備中
のため）

（2） ナビゲーションの MENU ボタンを押しま
す。
メニュー画面が表示されます。

（3） 画面の をタッチします。

配線が正しく接続されたか、目で確認してから以降の作業を行ってください。
取付後の作動確認時、「初期画面」では、絶対に電源（キースイッチ） を切ったり、その他のボタン操
作をしないでください。
電源（キースイッチ） を切ったり、ボタン操作をすると正常に作動しない場合があります。

注 記

（4） 画面の ドライブレコーダー をタッチします。
ドライブレコーダー画面が表示されます。
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（5） 画面の ドライブレコーダー設定 をタッチしま
す。

（6） ドライブレコーダー設定画面が表示されま
す。

（7） 画面の ON をタッチし、ドライブレコーダー
と接続させます。

ナビの初期設定では OFF に設定されています。

注 記

（9） 画面の をタッチします。

（8） 画面の OK をタッチします。
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（12） 画面の システム情報・設定 をタッチします。
システム情報・設定画面が表示されます。

（13） 画面をスクロールさせて 拡張ユニット情報 を
表示させ、画面の 拡張ユニット情報 をタッチ
します。
拡張ユニット情報画面が表示されます。

（14） 拡張ユニット情報を確認します。

ドライブレコーダー 接続済み表示になっています
か？

（10） ナビゲーションの MENU ボタンを押しま
す。
メニュー画面が表示されます。

（11） 画面の 情報・設定 をタッチします。
情報・設定画面が表示されます。



第12版
頁　52／384

（1） ナビゲーションの MENU ボタンを押しま
す。
メニュー画面が表示されます。

（2） 画面の をタッチします。

（3） 画面の ドライブレコーダー をタッチします。
ドライブレコーダー画面が表示されます。

作動確認・取付調整・カードの初期化
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（1） 画面の ドライブレコーダー設定 をタッチしま
す。

（3） ドライブレコーダー設定画面が表示されま
す。

（4） 画面の または をタッチしてスクロー
ルし、 リヤカメラ録画 を表示させます。

（5）  リヤカメラ録画 をタッチします。

（2） 画面の OK をタッチします。

リヤカメラ録画の選択
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（6）  する をタッチします。

ナビの初期設定では しない に設定されています。

注 記

（7） をタッチします。
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（1） 画面の ドライブレコーダー設定 をタッチしま
す。

（3） ドライブレコーダー設定画面が表示されま
す。

（4） 画面の または をタッチしてスクロー
ルし、 車内カメラ録画 を表示させます。

（5）  車内カメラ録画 の ON をタッチします。

ナビの初期設定では OFF に設定されています。

注 記

（2） 画面の OK をタッチします。

車内カメラ録画の選択
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（6） をタッチします。
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（1） 画面の カメラモニター をタッチします。
ドライブレコーダーの画像（フロントカメ
ラ映像）が表示されます。

（2） ドライブレコーダーの画像（フロントカメラ
映像）を確認します。

（3） 画面の 切替 をタッチします。 
ドライブレコーダーの画像（リヤカメラ映
像またはインナーカメラ映像）が表示されま
す。

画面の 切替 は、リヤカメラ録画 する 選択時の
み表示されます。
画面の 切替 を押すたびにフロント→リヤ→イ
ンナー→フロントの順に表示されます。

アドバイス

（4） ドライブレコーダーの画像（リヤカメラ映像
またはインナーカメラ映像）を確認します。

（5） 画面の をタッチします。

ドライブレコーダーの作動確認
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取付調整は、平らな場所に停車している状態で実
施してください。

注 記

（1） 画面の ドライブレコーダー設定 をタッチしま
す。

取付調整

（3） ドライブレコーダー設定画面が表示されま
す。

（4） 画面の または をタッチしてスクロー
ルし、 センサー調整する を表示させます。

（2） 画面の OK をタッチします。

ドライブレコーダーの取り付けを行った後、または再度取り付け角度を変更した場合もこの調整を実施
してください。取付調整が正しく行われていない場合は、ブザーが鳴り続ける場合があります。ブザー
が鳴り続ける場合には、再度取付調整を実施してください。

注 記
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（7） 画面の OK  をタッチします。
ドライブレコーダー設定画面に戻ります。

（6） 画面の 調整する をタッチします。
自動的にドライブレコーダーの加速度セン
サーを最適化します。

調整中はキースイッチをOFFにしないでくださ
い。

注 記

（5）  センサー調整する をタッチします。
確認画面が表示されます。
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急加速・急減速の感知音がひんぱんに吹鳴する時
は、急加速・急減速の感度設定値を下げることに
より、頻度を減らすことができます。

アドバイス

（1） 画面の ドライブレコーダー設定 をタッチしま
す。

感度調整

（2） 画面の OK をタッチします。

①ドライブレコーダー本体に⑤microSDHCメモ
リーカードが挿入されていない場合は、挿入して
ください。

注 記

（1） ナビゲーションの MAP ボタンを押します。
地図画面が表示されます。
画面のヘッダーに「常時録画中マーク」が
表示されます。
取付調整が正しく行われていない場合や、
取付調整の後にドライブレコーダーの角度
が変更された場合は、ブザー音（ピーピー
･･･［長く4 回］）が鳴り続けます。LEDが
橙色に点灯している場合には、再度取付調
整を実施してください。

常時録画中マーク

LED

取付調整の確認
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（5） 画面の をタッチします。

（4） 画面の ー ・ ＋ をタッチし、お好みの感度に
調整します。

車種によっては、感度の設定値が指定されます。
（「車種別取付要領」参照）

アドバイス

（3） ドライブレコーダー設定画面が表示されま
す。
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（1） 画面の ドライブレコーダー設定 をタッチしま
す。

後方検知距離

（3） ドライブレコーダー設定画面が表示されま
す。

（4） 画面の または をタッチしてスクロー
ルし、 後方検知距離 を表示させます。

（2） 画面の OK をタッチします。

後方検知が頻発する場合は「後方検知距離」の設定を下げることで検知の頻度を減らすことができます。
ジムニーシエラ／ジムニーノマドにおいては、後方検知距離を『1』に設定すると後方検知録画が正常
に動作しない場合があります。必ず『2』以上で設定をお願いします。ナビの初期設定では『3』に設
定されています。

アドバイス
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（6） 画面の をタッチします。

（5） 画面の ー ・ ＋ をタッチし、お好みの感度に
調整します。
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（1） 画面の 再生 をタッチします。
⑤microSDHCメモリーカードに録画され
たリストが表示されます。

（2） 画面の OK をタッチします。

（3） 画面の 全消去 をタッチします。

（4） 画面の はい をタッチします。
⑤microSDHCメモリーカードに録画され
たデータが削除されます。

映像ファイルの削除
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（5）  全ての映像を消去しました。メッセージが表示
されます。
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アルト（標準装備ルーフエンドスポイラーあり車）

アルト（標準装備ルーフエンドスポイラーあり車）の場合

取付要領 取付作業

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

3インパネセンターガーニッシュ

4ナビゲーションユニット

1フロントピラー
インナートリム左

2グローブボックス

8スイッチ
パネル

6メーターカバー

7コンビネーションメーター

5フロントピラー
インナートリム右

9インパネセンター
ロアカバー

車両部品の取り外し方法
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アルト（標準装備ルーフエンドスポイラーあり車）

リヤカメラ

4センターピラー
ロアトリム右 5リヤシートバックおよび

ラゲッジトレー

7クォーター
インナーロア
トリム右

8クォーター
インナーアッパー
トリム右

2ダッシュサイドトリム右

1サイドシルフロント
スカッフ右

3サイドシルリヤ
スカッフ右

6リヤシート
クッション
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アルト（標準装備ルーフエンドスポイラーあり車）

11バックドアサービスホールキャップ

9リヤアシスト
グリップ右

10ルーフライニング
クリップ左右
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アルト（標準装備ルーフエンドスポイラーあり車）

フロントカメラ、インナーカメラ

⑪バンドクランプ
（コネクター接続部）

⑪バンドクランプ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

ナビゲーションユニット

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラのコード

⑪バンドクランプ ⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　100×20mmにカットして使用してください。

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

㉘インナーカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ ㉗インナーカメラのコード

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長①ドライブレコーダー本体

⑦電源ケーブル
⑦電源ケーブル
の余長
㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

⑫ハーネス
固定テープ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

㉗インナーカメラ

取付概要
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リヤカメラ

㉑リヤカメラ
ケーブル

インパネ内へ

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ
⑬保護シート
（50×40mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑳リヤカメラ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
大きさを調整してください。



第12版
頁　71／384

アルト（標準装備ルーフエンドスポイラーあり車）

⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DSBS

165mm

10mm

車両の中心

セラミックライン

⑧フロントカメラ
貼付位置

⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ
上から3番目の目盛りに

※貼付位置は、DSBS付き/無し共通です。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記㉗インナーカメラ

上から1番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DSBS

車両の中心

セラミックライン

除く、全方位
モニター付き車
：225mm
全方位モニター
付き車
：170mm

㉗インナーカメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上
端をセラミックラインの
端に合わせる。

　※貼付位置は、DSBS付き/無し共通です。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）



第12版
頁　73／384

アルト（標準装備ルーフエンドスポイラーあり車）

（1） 「車両部品の取り外し方法」の「リヤカメラ」
で取り外したケーブル引き込み用のバックド
アサービスホールキャップの中央にホール
ソーでφ16mmの穴を開けてください。

 ホールソーを使用する際は、保護メガネ等を使
用してください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
 ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

φ16mm

バックドアサービスホールキャップ

（3） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

リヤカメラ取付前の準備

⑳リヤカメラ 上から4.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

車両の中心

セラミックライン

熱線

サービスホール

⑳リヤカメラ貼付位置

10mm

17mm

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

リヤカメラの取付方法
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（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ド貼り付けてください。

500mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、
100×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記

⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード

（5） ⑳リヤカメラのコードをバックドアサービス
ホールキャップの加工穴に通してください。

バックドアサービスホールキャップは、図の向き
で取り付けてください。

注 記

バックドアサービスホールキャップ

バックドアサービスホールキャップ

加工穴

⑳リヤカメラのコード
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（6） ⑰グロメットをバックドアサービスホール
キャップの加工穴に取り付けてください。バックドアサービスホールキャップ

⑳リヤカメラのコード

⑰グロメット
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（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記
ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネスグロメット

針金

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

約230mm

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。

180mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（180×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット取付穴

サービスホール

（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

⑳リヤカメラのコード 7Pコネクター

㉑リヤカメラケーブル
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（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

コネクター部

⑪バンドクランプ

⑳リヤカメラ
のコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をサービスホールからバックドア
パネル内に入れ、⑫ハーネス固定テープで
バックドアインナーパネル側に固定してくだ
さい。

ハイマウントストップランプ等と干渉しない位
置へ固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑫ハーネス固定テープ
（100×25mm）

（12） バックドアサービスホールキャップを復元し
てください。

（13） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

バックドアサービス
ホールキャップ

㉒クランパー

⑳リヤカメラの
コード
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「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

（1） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） カーテンエアバッグ展開時の妨げとならない
ように必ず車両ハーネス等に沿わせてくださ
い。

㉑リヤカメラ
ケーブル

ルーフライニング

⑬保護シート
（50×40mm）

⑫ハーネス固定テープ
（50×20mm）

車両前方

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

車両ハーネス

カーテンエアバッグ リヤウォッシャー
ホース

車両前方

⑪バンド
クランプ

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

バックドア開口部右

右クォーターピラー部（ルーフライニング裏）
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㉑リヤカメラ
ケーブル

車両前方

⑪バンド
クランプ

⑬保護シート
（50×25mm）

（3） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

右クォーターピラー部
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㉑リヤカメラケーブル

車両前方

⑪バンドクランプ
⑦電源ケーブル、
⑩フロントカメラケーブル、
㉑リヤカメラケーブル
の余長

⑪バンドクランプ

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑦電源ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉘インナーカメラ
ケーブル

（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

約280mm

エアコンユニット

⑪バンド
クランプ

車両前方

各ケーブル

各ケーブルの配線

コンビネーションメーター取付部

ステアリングコラム左下
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（2） インパネセンターロアカバーへ㉖型紙を当
て、ネジ穴位置へマーキングをしてください。

インパネセンターロアカバーにスイッチ等が取り
付けられている場合は、一時的にスイッチ等を取
り外してください。

アドバイス

A視図

㉖型紙

ネジ穴位置

インパネセンター
ロアカバー

A視

㉖型紙

突き当てる

成形ラインに
合わせる。

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。配線を通す穴を加工します。
アドバイス

（1） インパネセンターロアカバーからサイレン
サーシートをはがしてください。

サイレンサーシートは再使用しません。
アドバイス

インパネセンター
ロアカバー

サイレンサーシート

ドライブレコーダー本体の取付方法
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インパネセンター
ロアカバー

㉖型紙

㉖型紙の
延長線

13mm

20mm20mm
穴開け位置

インパネセンター
ロアカバー

マーキング（ネジ穴位置） （4） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

（3） インパネセンターロアカバーの穴開け位置に
マーキングしてください。

（5） インパネセンターロアカバーの穴開け位置に
ホールソーで穴（φ16mm）を開けてくださ
い。

 ホールソーを使用する際は、保護メガネ等を使
用してください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記
φ16mm穴
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（6） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（7） インパネセンターロアカバーの図示位置に②
本体ブラケットを取り付け、③スクリュー
（M3×8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

③スクリュー
（M3×8mm）

②本体ブラケット

②本体ブラケット
貼付位置

はく離紙

インパネセンター
ロアカバー

（9） インパネセンターロアカバーの加工穴に本図
のようにケーブルを通してください。インパネセンター

ロアカバー

加工穴

⑦電源ケーブル ㉙分岐ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

（8） 配線を保護するため、図示箇所に⑬保護シー
トを貼り付けてください。

㉙分岐ケーブル⑦電源ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（20×40mm）

⑬保護シート
（20×40mm）

15mm 15mm
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②本体ブラケット

①ドライブレコーダー本体

インパネセンターロアカバー

（12） ①ドライブレコーダー本体および㉓両面テー
プのはく離紙をはがしてください。（全車共
通の「ドライブレコーダー本体の取付方法」
参照）

（13） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（10） ㉓両面テープを①ドライブレコーダー本体に
貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（11） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

①ドライブレコーダー本体

㉓両面テープ

はく離紙
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⑦電源ケーブル

⑦電源ケーブル

㉙分岐ケーブル

㉙分岐ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

インパネセンターロアカバー

A視

A視図

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

（15） カットした⑫ハーネス固定テープをインパネ
センターロアカバーに貼り付けてください。

 ⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（14） ⑫ハーネス固定テープを図のようにカットし
てください。

切り込み切り込み
15mm

30mm

35mm 35mm

80mm

10mm

⑫ハーネス固定テープ
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 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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アルト（標準装備ルーフエンドスポイラーなし車）の場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

車両部品の取り外し方法

3インパネセンターガーニッシュ

4ナビゲーションユニット

1フロントピラー
インナートリム左

2グローブボックス

8スイッチ
パネル

6メーターカバー

7コンビネーションメーター

5フロントピラー
インナートリム右

9インパネセンター
ロアカバー
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リヤカメラ

4センターピラー
ロアトリム右 5リヤシートバックおよび

ラゲッジトレー

7クォーター
インナーロア
トリム右

8クォーター
インナーアッパー
トリム右

2ダッシュサイドトリム右

1サイドシルフロント
スカッフ右

3サイドシルリヤ
スカッフ右

6リヤシート
クッション
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11ハイマウントストップランプ

9リヤアシスト
グリップ右

10ルーフライニング
クリップ左右
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フロントカメラ、インナーカメラ
取付概要

⑪バンドクランプ
（コネクター接続部）

⑪バンドクランプ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

ナビゲーションユニット

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラのコード

⑪バンドクランプ ⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　100×20mmにカットして使用してください。

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

㉘インナーカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ ㉗インナーカメラのコード

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長①ドライブレコーダー本体

⑦電源ケーブル
⑦電源ケーブル
の余長
㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

⑫ハーネス
固定テープ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

㉗インナーカメラ
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リヤカメラ

㉑リヤカメラ
ケーブル

インパネ内へ

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ
⑬保護シート
（50×40mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑳リヤカメラ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DSBS

165mm

10mm

車両の中心

セラミックライン

⑧フロントカメラ
貼付位置

⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ
上から3番目の目盛りに

※貼付位置は、DSBS付き/無し共通です。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記㉗インナーカメラ

上から1番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DSBS

車両の中心

セラミックライン

除く、全方位
モニター付き車
：225mm
全方位モニター
付き車
：170mm

㉗インナーカメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上
端をセラミックラインの
端に合わせる。

　※貼付位置は、DSBS付き/無し共通です。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（1） バックドアを開け、バックドアインナーパネ
ル図示箇所にホールソーでφ16mmの穴を開
けてください。

穴開けの際は切削粉が飛散するため、必ず保護メ
ガネを着用してください。

警告

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

車両配線やリヤウォッシャーホースなどを傷付
けないよう、配線やホースを一時的にずらした
り、抜き出したりしてください。
切削粉がバックドアハーネスグロメットや、車
室内などに入り込まないように養生をしてくだ
さい。
穴貫通時にパネルの切れ端がハイマウントス
トップランプ取付穴から飛び出すおそれがあり
ます。テープ等で一時的にハイマウントストッ
プランプ取付穴を塞いだ状態で穴開けを行って
ください。
ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置に
ストッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

ヤスリで穴を仕上げるときは、穴の周囲に保護
用のテープ（ガムテープ）を貼り付け、ボデー
に傷が付かないようにしてください。

 また、ヤスリでバックドアハーネス等を傷付け
ないようにしてください。
バックドアパネル内の切り粉や削りくずをマグ
ネットハンドを使い取り除いてください。異音
や錆の原因になります。

注 記

（3） 加工穴の切断面にタッチアップペイントを十
分に塗り、乾燥させてください。

Rエンド
16mm

A

A視図 バックドアガラス

バックドア
インナーパネル

バックドアインナーパネル

バックドアガラス セラミックライン

φ16mm

Rエンドから16mm

68mm φ16mm

車両の中心

車両の中心

リヤカメラ取付前の準備

バックドア上部中央
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（4） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ 上から4.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

10mm

50mm

車両の中心

セラミックライン

⑳リヤカメラ
貼付位置

10mm

セラミックライン

車両中心から
車両右側へ50mm

⑳リヤカメラ貼付位置

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記

リヤカメラの取付方法

⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード
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（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに貼り付けてください。

480mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、
80×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

（5） 針金等を使用して⑳リヤカメラのコードを
バックドアパネル内に通してください。⑳リヤカメラ

のコード

加工穴

⑳リヤカメラ
のコード

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

（6） ⑰グロメットを加工穴に取り付けてくださ
い。

（7） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑳リヤカメラ
のコード

⑰グロメット

㉒クランパー
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約300mm

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記

ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

針金

バックドアハーネス
グロメット

針金挿入方向

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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250mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 1枚、50×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。

バックドアハーネス
グロメット取付穴

㉑リヤカメラケーブル

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

㉑リヤカメラケーブル

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。
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（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

⑳リヤカメラ
のコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

7Pコネクター

（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

コネクター部

⑪バンドクランプ

⑳リヤカメラ
のコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をハイマウントストップランプ取
付穴からバックドアパネル内に入れ、⑫ハー
ネス固定テープでバックドアインナーパネル
側に固定してください。

ハイマウントストップランプ等と干渉しない位
置へ固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

㉑リヤカメラケーブル
と⑳リヤカメラのコード
の余長部

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

⑫ハーネス固定テープ
（100×25mm）
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「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

（1） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） カーテンエアバッグ展開時の妨げとならない
ように必ず車両ハーネス等に沿わせてくださ
い。

㉑リヤカメラ
ケーブル

ルーフライニング

⑬保護シート
（50×40mm）

⑫ハーネス固定テープ
（50×20mm）

車両前方

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

車両ハーネス

カーテンエアバッグ リヤウォッシャー
ホース

車両前方

⑪バンド
クランプ

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

バックドア開口部右

右クォーターピラー部（ルーフライニング裏）
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㉑リヤカメラ
ケーブル

車両前方

⑪バンド
クランプ

⑬保護シート
（50×25mm）

（3） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

右クォーターピラー部
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㉑リヤカメラケーブル

車両前方

⑪バンドクランプ
⑦電源ケーブル、
⑩フロントカメラケーブル、
㉑リヤカメラケーブル
の余長

⑪バンドクランプ

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑦電源ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉘インナーカメラ
ケーブル

（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

約280mm

エアコンユニット

⑪バンド
クランプ

車両前方

各ケーブル

各ケーブルの配線

コンビネーションメーター取付部

ステアリングコラム左下
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（2） インパネセンターロアカバーへ㉖型紙を当
て、ネジ穴位置へマーキングをしてください。

インパネセンターロアカバーにスイッチ等が取り
付けられている場合は、一時的にスイッチ等を取
り外してください。

アドバイス

A視図

㉖型紙

ネジ穴位置

インパネセンター
ロアカバー

A視

㉖型紙

突き当てる

成形ラインに
合わせる。

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。配線を通す穴を加工します。
アドバイス

（1） インパネセンターロアカバーからサイレン
サーシートをはがしてください。

サイレンサーシートは再使用しません。
アドバイス

インパネセンター
ロアカバー

サイレンサーシート

ドライブレコーダー本体の取付方法
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インパネセンター
ロアカバー

㉖型紙

㉖型紙の
延長線

13mm

20mm20mm
穴開け位置

インパネセンター
ロアカバー

マーキング（ネジ穴位置） （4） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

（3） インパネセンターロアカバーの穴開け位置に
マーキングしてください。

（5） インパネセンターロアカバーの穴開け位置に
ホールソーで穴（φ16mm）を開けてくださ
い。

 ホールソーを使用する際は、保護メガネ等を使
用してください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記
φ16mm穴
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（6） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（7） インパネセンターロアカバーの図示位置に②
本体ブラケットを取り付け、③スクリュー
（M3×8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

③スクリュー
（M3×8mm）

②本体ブラケット

②本体ブラケット
貼付位置

はく離紙

インパネセンター
ロアカバー

（9） インパネセンターロアカバーの加工穴に本図
のようにケーブルを通してください。インパネセンター

ロアカバー

加工穴

⑦電源ケーブル ㉙分岐ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

（8） 配線を保護するため、図示箇所に⑬保護シー
トを貼り付けてください。

㉙分岐ケーブル⑦電源ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（20×40mm）

⑬保護シート
（20×40mm）

15mm 15mm
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②本体ブラケット

①ドライブレコーダー本体

インパネセンターロアカバー

（12） ①ドライブレコーダー本体および㉓両面テー
プのはく離紙をはがしてください。（全車共
通の「ドライブレコーダー本体の取付方法」
参照）

（13） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（10） ㉓両面テープを①ドライブレコーダー本体に
貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（11） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

①ドライブレコーダー本体

㉓両面テープ

はく離紙
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⑦電源ケーブル

⑦電源ケーブル

㉙分岐ケーブル

㉙分岐ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

インパネセンターロアカバー

A視

A視図

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

（15） カットした⑫ハーネス固定テープをインパネ
センターロアカバーに貼り付けてください。

 ⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（14） ⑫ハーネス固定テープを図のようにカットし
てください。

切り込み切り込み
15mm

30mm

35mm 35mm

80mm

10mm

⑫ハーネス固定テープ
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 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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エブリイの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

車両部品の取り外し方法についてはワゴンタイプの車両を代表として記載しています。バンタイプの車
両も同様に取り外してください。

アドバイス

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

8インパネセンター
ガーニッシュ

4アシストグリップ右

7コンビネーション
メーター

6メーターカバー

9ナビゲーションユニット

5フロントピラー
インナートリム右

3グローブボックス

1アシストグリップ左

2フロントピラー
インナートリム左

11インパネセンター
ロアカバー

10フットレスト

車両部品の取り外し方法
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リヤカメラ

5フロントアシスト
グリップ左

2センターピラー
アッパートリム左

1センターピラー
ロアトリム左

4クォーターインナー
アッパートリム左

3クォーターインナー
ロアトリム左

8ルーフ
ライニング
クリップ

6リヤアシストクリップ左

7ラゲッジランプ（装備車のみ）

12ハイマウントストップランプ

9サンバイザー左

10オーバーヘッドシェルフ
（装備車のみ）

11マイク（装備車のみ）
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フロントカメラ、インナーカメラ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。

⑫ハーネス固定テープ ⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

ナビゲーションユニット

⑧フロントカメラ
のコード ⑧フロント

カメラ

⑩フロントカメラ
ケーブルおよび
㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

㉗インナーカメラ
のコード

㉘インナーカメラ
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ
⑪バンド
クランプ

⑦電源ケーブル

⑦電源ケーブル
の余長

①ドライブレコーダー本体

⑬保護シート
（50×30mm） ⑬保護シート

（50×30mm）

㉗インナーカメラ
⑪バンドクランプ
（コネクター接続部）
⑩フロントカメラ
ケーブル

取付概要
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リヤカメラ

⑳リヤカメラ

インパネ内へ

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ ⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑬保護シート
（50×30mm）

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から2.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

150mm

10mm

セラミックライン

DCBS
車両の中心

⑧フロントカメラ
貼付位置

※貼付位置は、DCBS付き/無し共通です。

「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記
㉗インナーカメラ

上から1番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

260mm

10mm

セラミックライン

DCBS
車両の中心

㉗インナーカメラ
貼付位置

　※貼付位置は、DCBS付き/無し共通です。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑫ハーネス固定テープで固定してくだ
さい。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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Rエンド
15mm

A視図 バックドアガラス

バックドア
インナーパネル

車両の中心

75mm

Rエンドから15mm

φ16mm A

（1） バックドアを開け、バックドアインナーパネ
ル図示箇所にホールソーでφ16mmの穴を開
けてください。

穴開けの際は切削粉が飛散するため、必ず保護メ
ガネを着用してください。

警告

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

車両配線やリヤウォッシャーホースなどを傷付
けないよう、配線やホースを一時的にずらした
り、抜き出したりしてください。
切削粉がバックドアハーネスグロメットや、車
室内などに入り込まないように養生をしてくだ
さい。
ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

ヤスリで穴を仕上げるときは、穴の周囲に保護
用のテープ（ガムテープ）を貼り付け、ボデー
に傷が付かないようにしてください。

 また、ヤスリでバックドアハーネス等を傷付け
ないようにしてください。
バックドアパネル内の切り粉や削りくずをマグ
ネットハンドを使い取り除いてください。異音
や錆の原因になります。

注 記

（3） 加工穴の切断面にタッチアップペイントを十
分に塗り、乾燥させてください。

リヤカメラ取付前の準備
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（4） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ 上から6.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

車両内側から見た図です

10mm

セラミックライン

車両の中心

⑳リヤカメラ
貼付位置

17mm

リヤカメラの取付方法
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440mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、
40×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

⑳リヤカメラのコード

加工穴

⑳リヤカメラ
のコード

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記

⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード

（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに貼り付けてください。

（5） 針金等を使用して⑳リヤカメラのコードを
バックドアパネル内に通してください。
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⑳リヤカメラ
のコード

⑰グロメット㉒クランパー

（6） ⑰グロメットを加工穴に取り付けてくださ
い。

（7） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記
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ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

バックドアハーネス
グロメット

針金挿入方向

針金

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

グロメットインナーを外す際は、ツメを縮めて
ください。

バックドア
ハーネス
グロメット

グロメット
インナー

ツメ

バックドアハーネスグロメットを復元する際
は、グロメットインナーをバックドアハーネス
グロメット側へはめてからパネルへはめ込んで
ください。

バックドア
ハーネス
グロメット

グロメット
インナー

パネル

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記
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㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

約680mm

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。

630mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 3枚、30×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。

ハイマウント
ストップランプ取付穴

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット取付穴

㉑リヤカメラ
ケーブル
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㉑リヤカメラケーブル
と⑳リヤカメラのコード
の余長部

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

⑫ハーネス固定テープ
（120×25mm）

⑳リヤカメラ
のコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

コネクター部

⑪バンドクランプ

（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をハイマウントストップランプ取
付穴からバックドアパネル内に入れ、⑫ハー
ネス固定テープでバックドアインナーパネル
側に固定してください。

ハイマウントストップランプ等と干渉しない位
置へ固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑳リヤカメラ
のコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

7Pコネクター

（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）
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「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護をしてください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けて
ください。汚れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

⑬保護シート（50×30mm）

⑪バンドクランプバックドア
バランサー

ルーフライニングをめくった図

ルーフライニングをめくった図

車両前方

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

ルーフライニング

車両ハーネス
のテープ

車両ハーネス

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

車両前方

車両前方

リヤカメラケーブルの配線（車室内）
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（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

⑪バンドクランプ

⑫ハーネス
固定テープ

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

車両前方

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑦電源
ケーブル

⑦電源ケーブル
の余長

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

㉘インナーカメラ
ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブルおよび
㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

⑩フロントカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

車両前方

⑪バンドクランプ

各ケーブルの配線

グローブボックス取付部左

コンビネーションメーター部

グローブボックス取付部右
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（5） コントローラーブラケットがある車両は、配
線を保護するため、図示箇所にエッジ保護を
してください。

（6） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（7） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

⑪バンドクランプは、車両ハーネスのクランプ部
で固定してください。

アドバイス
各ケーブル

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

約150mm

車両前方

⑬保護シート
（50×30mm）

⑬保護シート
（50×30mm）

コントローラー
ブラケット

インパネセンターロアカバー取付部
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（1） インパネセンターロアカバーへ㉖型紙を当
て、ネジ穴位置へマーキングをしてください。

（2） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 穴開け前にマーキングした位置（ネジ穴位置）
がずれていないか確認をしてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。①ドライブレコーダー本体および配線を通す穴を加工し
ません。

アドバイス

㉖型紙

㉖型紙の
延長線

ネジ穴位置

インパネセンター
ロアカバー

㉖型紙の延長線とインパネ
センターロアカバー端の交点

40mm

20mm

ドライブレコーダー本体の取付方法

（3） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（4） インパネセンターロアカバーの図示位置に②
本体ブラケットを取り付け、③スクリュー
（M3×8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

③スクリュー
（M3×8mm）

②本体ブラケット

②本体ブラケット
貼付位置

はく離紙 インパネセンター
ロアカバー
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（6） ㉓両面テープを①ドライブレコーダー本体に
貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

①ドライブレコーダー本体

㉓両面テープ

はく離紙

（5） 図示箇所に⑬保護シートを貼り付けてくださ
い。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

インパネセンター
ロアカバー

⑬保護シート
（40×70mm）
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②本体ブラケット

インパネセンター
ロアカバー

①ドライブ
レコーダー本体

（7） ①ドライブレコーダー本体および㉓両面テー
プのはく離紙をはがしてください。（全車共
通の「ドライブレコーダー本体の取付方法」
参照）

（8） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

別売のワイヤレスエンジンスターターと共着する
場合は、別売品に同梱のメインスイッチラベル貼
付位置を調整してください。

アドバイス

（9） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。

全車共通の「感度調整」を参照して急加速・急減速の感度の設定値を2にしてください。

注 記
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ハスラーの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

4インパネセンターガーニッシュ

5ナビゲーション
ユニット

2グローブボックス

1フロントピラー
インナートリム左

3フロントピラー
インナートリム右

7コンビネーション
メーター

6インパネサイド
カバー右および
メーターカバー

8コラムホールカバー

車両部品の取り外し方法
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リヤカメラ

2ダッシュサイド
トリム左

1サイドシル
フロント
スカッフ左

4センターピラー
ロアトリム左

3サイドシル
リヤスカッフ左

8クォーターインナー
アッパートリム左

7クォーターインナー
ロアトリム左

6テールエンドトリム

5ラゲッジボードおよび
ラゲッジアンダーボックス

9ラゲッジランプ

10ルーフライニングクリップ

12ハイマウントストップランプ

11リヤアシストグリップ左
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フロントカメラ、インナーカメラ

⑩フロントカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（50×30mm）

⑬保護シート
（50×80mm）

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ ⑫ハーネス固定テープ ㉗インナーカメラ
のコード

①ドライブレコーダー
本体

⑩フロントカメラ
ケーブルおよび
㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ（コネクター接続部）

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプナビゲーションユニット

⑦電源ケーブル⑦電源ケーブルの
余長

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラの
コード

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンド
クランプ

㉗インナーカメラ

㉘インナー
カメラ
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

取付概要
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リヤカメラ

インパネ内へ

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

⑳リヤカメラ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DCBS155mm

車両の中心

10mm

セラミックライン

⑧フロントカメラ
貼付位置

⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から4番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

　※貼付位置は、DCBS付き/無し共通です。

フロントカメラ取付前の準備

フロントカメラの取付方法
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「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

⑧フロントカメラ
のコード

⑪バンドクランプ

⑩フロントカメラ
ケーブル⑫ハーネス

固定テープ

⑬保護シート
（50×30mm）

配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護をし
てください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

フロントピラー部
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記㉗インナーカメラ

上から1番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DCBS 255mm

車両の中心

10mm

セラミックライン

㉗インナーカメラ
貼付位置

　※貼付位置は、DCBS付き/無し共通です。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（1） バックドアを開け、バックドアインナーパネ
ル図示箇所にホールソーでφ16mmの穴を開
けてください。

穴開けの際は切削粉が飛散するため、必ず保護メ
ガネを着用してください。

警告

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

車両配線やリヤウォッシャーホースなどを傷付
けないよう、配線やホースを一時的にずらした
り、抜き出したりしてください。
切削粉がバックドアハーネスグロメットや、車室
内などに入り込まないように養生をしてください。
ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置に
ストッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

ヤスリで穴を仕上げるときは、穴の周囲に保護
用のテープ（ガムテープ）を貼り付け、ボデー
に傷が付かないようにしてください。

 また、ヤスリでバックドアハーネス等を傷付け
ないようにしてください。
バックドアパネル内の切り粉や削りくずをマグ
ネットハンドを使い取り除いてください。異音
や錆の原因になります。

注 記

（3） 加工穴の切断面にタッチアップペイントを十
分に塗り、乾燥させてください。

Rエンド

15mm

A視図 バックドアガラス

バックドアインナーパネル

バックドア
インナーパネル

セラミックラインバックドアガラス

車両の中心

Rエンドから15mm
A

リヤカメラ取付前の準備
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（4） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ 上から6.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準



第12版
頁　141／384

ハスラー

（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

27mm

⑳リヤカメラ貼付位置

セラミックライン

車両の中心

18mm

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

リヤカメラの取付方法
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（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記
⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード

（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに貼り付けてください。

450mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、
50×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード
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（6） ⑰グロメットを加工穴に取り付けてくださ
い。

（7） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑰グロメット⑳リヤカメラ
のコード

㉒クランパー

（5） 針金等を使用して⑳リヤカメラのコードを加
工穴からハイマウントストップランプ取付穴
へとバックドアパネル内に通してください。

⑳リヤカメラ
のコード

加工穴

⑳リヤカメラ
のコード

ハイマウントストップ
ランプ取付穴
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（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

バックドアハーネス
グロメット

針金

針金挿入方向

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。約500mm

㉑リヤカメラケーブル

バックドアハーネス
グロメット

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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450mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、50×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。㉑リヤカメラケーブル

バックドアハーネス
グロメット取付穴

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

⑳リヤカメラ
のコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

7Pコネクター

（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

㉑リヤカメラケーブル コネクター部

⑳リヤカメラの
コード

⑪バンドクランプ

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。
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（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をハイマウントストップランプ取
付穴からバックドアパネル内に入れ、⑫ハー
ネス固定テープでバックドアインナーパネル
側に固定してください。

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
ハイマウントストップランプ等と干渉しない位
置へ固定してください。

注 記
㉑リヤカメラケーブルと
⑳リヤカメラのコードの余長部

ハイマウントストップランプ取付穴

ハイマウントストップランプ取付穴

⑫ハーネス固定テープ
（100×25mm）

「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

リヤカメラケーブルの配線（車室内）
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⑩フロントカメラ
ケーブル

⑦電源ケーブルの余長

⑦電源
ケーブル⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラケーブル

車両前方

各ケーブル
⑪バンド
クランプ

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉘インナーカメラ
ケーブル

⑩フロントカメラケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

㉑リヤカメラ
ケーブル⑬保護シート

車両前方

各ケーブルの配線

グローブボックス取付部左

グローブボックス取付部上

コンビネーションメーター取付部

（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。
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（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

⑪バンドクランプ

約250mm

各ケーブル

車両前方

運転席足元右
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本車両は④車両側ブラケットを使用しません。①ドライブレコーダー本体を通す穴を加工します。

アドバイス

㉖型紙

面沿い
35mm

面沿い
35mm

コラムホールカバー

マーキング

切り抜き位置

（1） コラムホールカバーへ㉖型紙を当て、ネジ穴
位置へマーキングをしてください。

A視図

㉖型紙

ネジ穴位置

70mm

70mm

コラムホールカバー

コラムホールカバー㉖型紙

A視

リブとそろえる。

リブ

（2） コラムホールカバーの切り抜き位置にマーキ
ングをしてください。

指定の寸法および㉖型紙の端に沿ってマーキング
をしてください。

アドバイス

ドライブレコーダー本体の取付方法
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コラムホールカバー

マーキング（ネジ穴位置）

（4） コラムホールカバーのマーキング位置（切り
抜き位置）内側に沿って超音波カッター等で
穴を開けてください。

穴を開ける際は、耐切創手袋を使用してください。
注意

（5） 切り抜き後、コラムホールカバーの切り抜き
部のバリをヤスリで取り除いてください。

最初は粗目のヤスリでバリを取り除き、仕上げを
細目のヤスリで毛羽立ちが無くなるようにしてく
ださい。

アドバイス
コラムホールカバー

マーキング
（切り抜き位置）

超音波カッター等で切り抜く

（3） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記
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（6） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（7） コラムホールカバーの図示位置に②本体ブ
ラケットを取り付け、③スクリュー（M3×
8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

③スクリュー
（M3×8mm）

②本体ブラケット

②本体ブラケット
貼付位置

はく離紙

コラムホールカバー

（8） ⑯両面テープ（本体用）と㉓両面テープを図
のようにカットしてください。

⑯両面テープ
（本体用）

10mm

7.5mm 7.5mm

A

A A

A

A A

㉓両面テープ

（9） カットした⑯両面テープ（本体用）Aと㉓両
面テープAを①ドライブレコーダー本体に貼
り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

①ドライブレコーダー本体

⑯両面テープ
（本体用）A

⑯両面テープ
（本体用）A

㉓両面テープA
はく離紙

はく離紙

はく離紙
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②本体ブラケット ①ドライブレコーダー本体

コラムホールカバー

（10） ①ドライブレコーダー本体を仮組みし、コラ
ムホールカバーと干渉していないことを確認
してください。なお、干渉している場合は、
コラムホールカバーを削り調整してください。

①ドライブレコーダー本体を仮組みする際は、②
本体ブラケットのツメをかん合させないでくださ
い。

注 記

（11） ①ドライブレコーダー本体、㉓両面テープA
および⑯両面テープ（本体用）Aのはく離紙
をはがしてください。（全車共通の「ドライ
ブレコーダー本体の取付方法」参照）

（12） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（13） ①ドライブレコーダー本体にすべてのケーブ
ルのコネクターを接続してください。（全車
共通の「接続のしかた」参照）

 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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ジムニー／ジムニーシエラ／ジムニーノマドの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

8コラムサイド
ガーニッシュ右

7コンビネーション
メーター

9コラムサイド
ガーニッシュ左

4グローブボックス

3フロントピラー
インナートリム左

5フロントピラー
インナートリム右

1インパネ
ガーニッシュ

2インパネセンター
ガーニッシュ

6メーターカバー

車両部品の取り外し方法
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リヤカメラ（ジムニー／ジムニーシエラ）

1サイドシルスカッフ右

2ダッシュサイドトリム右

3ラゲッジボックス

4クォーターインナーロアトリム右

6バックドアトリム

8ハイマウントストップランプ

5右リヤシートベルトリトラクター

7ドアシーリングカバー
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リヤカメラ（ジムニーノマド）

9バックドアトリム

11ハイマウントストップランプ

10ドアシーリングカバー

1サイドシルフロントスカッフ右

2ダッシュサイドトリム右

3サイドシルリヤスカッフ右

4センターピラー
ロアトリム右

5ラゲッジボード 7テールエンドトリム

6リヤシートバック右

8クォーターロアトリム右
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フロントカメラ、インナーカメラ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 

ナビゲーション
ユニット

⑧フロント
カメラ

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑧フロントカメラ
のコード

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ

コネクター接続部
⑪バンドクランプ

⑦電源ケーブル ⑦電源ケーブル
の余長

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

①ドライブ
レコーダー本体

㉘インナーカメラ
ケーブル

㉗インナーカメラ

㉗インナーカメラのコード
除く、DCBS車

DCBS車

⑧フロントカメラ

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑧フロントカメラ
のコード

⑩フロントカメラ
ケーブル

以下は除く、DCBS車と共通です。 以下は除く、DCBS車と共通です。

⑪バンドクランプ

コネクター接続部

㉘インナーカメラ
ケーブル

コネクター
接続部

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ

㉗インナーカメラ

㉗インナーカメラのコード

取付概要
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リヤカメラ（ジムニー／ジムニーシエラ）

インパネ内へ

⑳リヤカメラ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　大きさを調整してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）とでは、⑳リヤカメラの取付位置や、穴開け位置など
が異なります。

注 記
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リヤカメラ（ジムニーノマド）

インパネ内へ

⑳リヤカメラ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　大きさを調整してください。

⑪バンドクランプ

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）とでは、⑳リヤカメラの取付位置や、穴開け位置など
が異なります。

注 記
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⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

セラミックライン

10mm

車両の中心

170mm
⑧フロントカメラ
貼付位置

DCBS

セラミックライン

10mm

車両の中心

170mm

⑧フロントカメラ
貼付位置

DSBS

フロントカメラ取付前の準備

フロントカメラの取付方法

DCBS車

DSBS車
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「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記㉗インナーカメラ

上から1番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

車両の中心

230mmDSBS

セラミックライン

㉗インナーカメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上
端をセラミックラインの
端に合わせる。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

セラミックライン

車両の中心
DCBS

240mm

10mm

㉗インナーカメラ
貼付位置

DCBS車

DSBS車
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「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（1） バックドアを開け、バックドアインナーパネ
ル図示箇所にホールソーでφ16mmの穴を開
けてください。

穴開けの際は切削粉が飛散するため、必ず保護メ
ガネを着用してください。

警告

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

バックドアガラスは、車両の中心ではありませ
ん。バックドアガラスを車両の中心として取り
付けを行うと、正しい位置へ取り付けが出来な
くなります。

広い狭い

狭い

バックドアガラス車両の中心

広い

車両配線やリヤウォッシャーホースなどを傷付
けないよう、配線やホースを一時的にずらした
り、抜き出したりしてください。
切削粉がバックドアハーネスグロメットや、車
室内などに入り込まないように養生をしてくだ
さい。
ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

15mm

バックドアガラス

74mm

車両の中心

Rエンドから
15mm

φ16mm

バックドアインナーパネル

A

Rエンド

A視図

バックドア
ガラス

バックドア
インナーパネル

リヤカメラ取付前の準備
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（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

ヤスリで穴を仕上げるときは、穴の周囲に保護
用のテープ（ガムテープ）を貼り付け、ボデー
に傷が付かないようにしてください。

 また、ヤスリでバックドアハーネス等を傷付け
ないようにしてください。
バックドアパネル内の切り粉や削りくずをマグ
ネットハンドを使い取り除いてください。異音
や錆の原因になります。

注 記

（3） 加工穴の切断面にタッチアップペイントを十
分に塗り、乾燥させてください。

（4） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ 上から7番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

セラミックライン

57mm

16mm

⑳リヤカメラ貼付位置

車両の中心

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記

⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード

リヤカメラの取付方法
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（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに巻き付けてください。

460mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、
60×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

（5） 針金等を使用して⑳リヤカメラのコードを
バックドアパネル内に通してください。⑳リヤカメラ

のコード
加工穴

⑳リヤカメラのコード

ハイマウントストップランプ取付穴

⑳リヤカメラ
のコード

⑰グロメット

㉒クランパー

（6） ⑰グロメットを加工穴に取り付けてくださ
い。

（7） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記
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⑫ハーネス固定テープ
（50×100mm）

⑳リヤカメラのコード

⑳リヤカメラのコード

7Pコネクター

㉑リヤカメラケーブル

㉑リヤカメラケーブル

（2） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（3） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを巻き付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

（1） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに巻き付けてください。

520mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、120×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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（4） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルをハ
イマウントストップランプ取付穴からバック
ドア下部へバックドアパネル内に通してくだ
さい。

㉑リヤカメラケーブルは、車両ハーネスに沿っ
た所を通してください。
㉑リヤカメラケーブルおよび⑳リヤカメラの
コードのたるみがなくなるまで引き込んでくだ
さい。

注 記

㉑リヤカメラケーブル

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

㉑リヤカメラ
ケーブル

車両ハーネス

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラケーブル
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（6） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（7） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットの室内側からバックドア側に
通してください。

（8） ㉑リヤカメラケーブルの10Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（9） 針金を室内側に引き戻し、㉑リヤカメラケー
ブルをバックドアハーネスグロメット内に通
してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記

針金

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

ビニールテープ

10Pコネクター

10Pコネクター

㉑リヤカメラ
ケーブル

針金

針金挿入方向

（5） ⑪バンドクランプで㉑リヤカメラケーブルを
車両ハーネスに固定してください。

ウォッシャーホースには固定しないでください。

注 記

㉑リヤカメラケーブル

車両ハーネス

ウォッシャーホース

⑪バンドクランプ
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「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

ここではジムニー／ジムニーシエラに取り付ける場合を例としています。

アドバイス

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

バックドア開口部右 クォーターロアトリム取付部

㉑リヤカメラケーブル

ウォッシャーホース ⑫ハーネス固定テープ

車両前方

⑪バンドクランプ
ウォッシャー
ホース車両前方

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル
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クォーターロアトリム取付部前側

ダッシュサイドトリム取付部

サイドシルフロントスカッフ取付部

車両前方㉑リヤカメラケーブル

⑪バンド
クランプ

車両前方

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

車両前方
㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンド
クランプ
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㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

㉑リヤカメラ
ケーブル

車両前方

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉘インナーカメラ
ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長 車両前方

⑪バンド
クランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ⑦電源ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑦電源ケーブル
の余長

㉙分岐
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブル

（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

各ケーブルの配線

グローブボックス取付部左側

運転席足元右側

コンビネーションメーター取付部
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（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。各ケーブル

約190mm

⑪バンド
クランプ

車両前方

ステアリングコラム左側
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（1） コラムサイドガーニッシュ左へ㉖型紙を当
て、ネジ穴位置へマーキングをしてください。

（2） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

A視図

ネジ穴位置

㉖型紙

㉖型紙

コラムサイド
ガーニッシュ左

コラムサイド
ガーニッシュ左

端面に合わせる

成形ラインに
合わせる ㉖型紙をコラムサイド

ガーニッシュ左の
端面に合わせるA視

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。①ドライブレコーダー本体および配線を通す穴を加工し
ません。

アドバイス

（3） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（4） コラムサイドガーニッシュ左の図示位置に②
本体ブラケットを取り付け、③スクリュー
（M3×8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

②本体ブラケット

はく離紙

②本体ブラケット
貼付位置

③スクリュー
（M3×8mm）

コラムサイド
ガーニッシュ左

ドライブレコーダー本体の取付方法
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（5） ㉓両面テープを①ドライブレコーダー本体に
貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

①ドライブレコーダー本体

㉓両面テープ

はく離紙
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②本体ブラケット

①ドライブレコーダー本体

コラムサイド
ガーニッシュ左

（6） ①ドライブレコーダー本体および㉓両面テー
プのはく離紙をはがしてください。（全車共
通の「ドライブレコーダー本体の取付方法」
参照）

（7） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（8） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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ラパンの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

5インパネセンター
ガーニッシュ

1フロントピラー
インナートリム左

3フロントピラー
インナートリム右

6ナビゲーションユニット

2グローブボックス

4コラムホールカバー7インパネセンター
ロアカバー

車両部品の取り外し方法
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リヤカメラ

2ダッシュサイドトリム右

1サイドシルフロント
スカッフ右

7リヤシートクッション
4センターピラーロアトリム右

3サイドシルリヤ
スカッフ右

6リヤシートバック

5ラゲッジカーペットおよび
ラゲッジアンダートレー

8クォーターインナー
ロアトリム右

10ルーフライニング
クリップ左右

11リヤアシストグリップ右

9クォーターインナーアッパートリム右

12ハイマウントストップランプ
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フロントカメラ、インナーカメラ

ナビゲーションユニット

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　100×20mmにカットして使用してください。

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラのコード

⑪バンドクランプ

⑫ハーネス固定テープ ⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑦電源ケーブル
の余長

⑦電源ケーブル

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

⑪バンドクランプ①ドライブレコーダー本体

⑪バンドクランプ（コネクター接続部） ⑪バンドクランプ

⑫ハーネス
固定テープ

㉗インナーカメラ

㉗インナーカメラ
のコード

㉘インナーカメラ
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

取付概要
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リヤカメラ

⑳リヤカメラ

㉑リヤカメラケーブル

インパネ内へ

⑫ハーネス固定テープ⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

⑬保護シート
（50×25mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から3.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

フロントカメラ取付前の準備

⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

170 mm

セラミックライン

DSBS

車両の中心

10mm

⑧フロントカメラ
貼付位置

フロントカメラの取付方法

「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記
㉗インナーカメラ

上から1番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

セラミックライン

DSBS

車両の中心

オーディオレス車：220mm
全方位モニター付き車：160mm

㉗インナー
カメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上
端をセラミックラインの
端に合わせる。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。
⑪バンドクランプをウォッシャーホースへは固定しないでください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（1） バックドアを開け、バックドアインナーパネ
ル図示箇所にホールソーでφ16mmの穴を開
けてください。

穴開けの際は切削粉が飛散するため、必ず保護メ
ガネを着用してください。

警告

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

車両配線やリヤウォッシャーホースなどを傷付
けないよう、配線やホースを一時的にずらした
り、抜き出したりしてください。
切削粉がバックドアハーネスグロメットや、車
室内などに入り込まないように養生をしてくだ
さい。
穴貫通時にパネルの切れ端がハイマウントス
トップランプ取付穴から飛び出すおそれがあり
ます。テープ等で一時的にハイマウントストッ
プランプ取付穴を塞いだ状態で穴開けを行って
ください。
ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置に
ストッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

ヤスリで穴を仕上げるときは、穴の周囲に保護
用のテープ（ガムテープ）を貼り付け、ボデー
に傷が付かないようにしてください。

 また、ヤスリでバックドアハーネス等を傷付け
ないようにしてください。
バックドアパネル内の切り粉や削りくずをマグ
ネットハンドを使い取り除いてください。異音
や錆の原因になります。

注 記

（3） 加工穴の切断面にタッチアップペイントを十
分に塗り、乾燥させてください。

バックドア
インナーパネル

バックドアガラス セラミックライン

φ16mm

リヤウォッシャーホース

バックドアガラス

バックドアオープニング
ウェザストリップ

Rエンドから31.5mm

37mm
φ16mm

車両の中心

リヤカメラ取付前の準備

バックドア上部中央
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（4） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ 上から4.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

⑳リヤカメラ貼付位置

20mm

2mm

車両の中心

セラミックライン

⑳リヤカメラ
貼付位置

2mm

セラミックライン

車両中心から
車両右側へ20mm

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記

⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード

リヤカメラの取付方法
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（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに貼り付けてください。

500mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、
100×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

（5） 針金等を使用して⑳リヤカメラのコードを
バックドアパネル内に通してください。

⑳リヤカメラ
のコード

加工穴

⑳リヤカメラ
のコード

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

（6） ⑰グロメットを加工穴に取り付けてくださ
い。

（7） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記
⑳リヤカメラ
のコード

⑰グロメット

㉒クランパー
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約260mm

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記
ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

針金

バックドアハーネス
グロメット

針金挿入方向

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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200mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。バックドアハーネス

グロメット取付穴

㉑リヤカメラケーブル

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

㉑リヤカメラケーブル

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。
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（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

⑳リヤカメラ
のコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

7Pコネクター

（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

コネクター部

⑪バンドクランプ

⑳リヤカメラ
のコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をハイマウントストップランプ取
付穴からバックドアパネル内に入れ、⑫ハー
ネス固定テープでバックドアインナーパネル
側に固定してください。

ハイマウントストップランプ等と干渉しない位
置へ固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記
㉑リヤカメラケーブル
と⑳リヤカメラのコード
の余長部

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

⑫ハーネス固定テープ
（100×25mm）
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「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護をしてください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けて
ください。汚れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

右リヤクォーターピラー上部 右リヤクォーターピラー下部

⑬保護シート
（50×25mm）

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

車両前方

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

⑬保護シート
（50×25mm）

⑪バンドクランプ車両前方
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㉑リヤカメラケーブルの余長

㉑リヤカメラケーブル

㉑リヤカメラケーブル

車両前方

⑪バンドクランプ

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑩フロントカメラ
ケーブル

車両前方 ⑪バンドクランプ

⑦電源ケーブル
の余長

各ケーブルの配線

運転席足元右上

グローブボックス取付部上
（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配

線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑦電源ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉘インナーカメラ
ケーブル

各ケーブル

⑪バンドクランプ

ナビゲーション取付部
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（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

約380mm

⑪バンド
クランプ

各ケーブル

車両前方

インパネセンターロアカバー取付部
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（1） インパネセンターロアカバーへ④車両側ブラ
ケットを当て、ネジ穴位置へマーキングをし
てください。

 ④車両側ブラケットの向きを間違えないでくだ
さい。
 本製品と別売のワイヤレスエンジンスターター
を共着する場合は、アンテナ（別売品に同梱）
取付位置が本製品の穴開け位置と干渉するた
め、下図の位置へと取付位置を変更してくださ
い。

④車両側
ブラケット

ネジ穴位置

インパネセンター
ロアカバー

15mm

20mm

15mm

注 記

（2） ④車両側ブラケットを外し、マーキングした
位置にドリルで穴（φ3mm）を開けてくださ
い。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

④車両側
ブラケット

ネジ穴位置

インパネセンター
ロアカバー

端部に合わせる 5mm 5mm

本車両は④車両側ブラケットを使用します。①ドライブレコーダー本体および配線を通す穴は加工しま
せん。

アドバイス

ドライブレコーダー本体の取付方法
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（6） ㉕スピードナット（3個）および⑲タッピン
ねじ（4本）で④車両側ブラケットを固定し
てください。

 ㉕スピードナットは、図の向きで取り付けてく
ださい。
 別売のワイヤレスエンジンスターターと共着す
る場合は、⑲タッピンねじ（4本）全てへ㉕スピー
ドナットを取り付けてください。

注 記

（7） 図示位置の⑲タッピンねじ先端を⑬保護シー
トで覆ってください。

必ず⑲タッピンねじ先端を⑬保護シートで覆って
ください。指等が触れるとけがをするおそれがあ
ります。

注意

㉕スピードナットの
取り付けは不要です。

㉕スピード
ナット

㉕スピード
ナット

㉕スピードナット

⑲タッピンねじ

⑬保護シート
（10×40mm）

⑲タッピンねじ

（3） ⑱両面テープ（車両側ブラケット用）を④車
両側ブラケットに貼り付けてください。（全
車共通の「ドライブレコーダー本体の取付方
法」参照）

（4） ④車両側ブラケットのはく離紙をはがしてく
ださい。

（5） ネジ穴位置が合うように④車両側ブラケット
を貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ④車両側ブラケットの向きを間違えないでくだ
さい。

注 記

ネジ穴位置

インパネセンター
ロアカバー

④車両側
ブラケット

はく離紙
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④車両側
ブラケット

①ドライブレコーダー本体

（10） ①ドライブレコーダー本体に貼り付けた②本
体ブラケットおよび⑯両面テープ（本体用）
のはく離紙をはがしてください。（全車共通
の「ドライブレコーダー本体の取付方法」参
照）

（11） ①ドライブレコーダー本体を④車両側ブラ
ケットに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を④車両側ブラケッ
トに貼り付ける際、取付穴をツメにはめ込んで
ください。

注 記

（8） ①ドライブレコーダー本体と⑯両面テープ
（本体用）のはく離紙をはがしてください。

（9） ②本体ブラケットと⑯両面テープ（本体用）
を①ドライブレコーダー本体に貼り付けてく
ださい。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記
⑯両面テープ（本体用）

はく離紙をはがす

②本体ブラケット

①ドライブ
レコーダー本体
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（12） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

（13） 各ケーブルを⑫ハーネス固定テープで固定し
ながらインパネセンターロアカバーを復元し
てください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 インパネセンターロアカバーの復元時、インパ
ネと⑲タッピンねじが干渉しないように位置を
調整しながらクリップをしっかりとかん合させ
てください。

注 記

インパネセンター
ロアカバー

⑫ハーネス固定テープ
（100×20mm）

各ケーブル

 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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スペーシアの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

6コラムホールカバー

1フロントピラー
インナートリムフロント左

3グローブボックス

2フロントピラー
インナートリムリヤ左

4フロントピラー
インナートリムフロント右

5フロントピラー
インナートリムリヤ右

10インパネセンターガーニッシュおよび
インパネセンターガーニッシュベース

9コンビネーション
メーター

11ナビゲーション
ユニット

8インパネ
クラスターパネル

7スピードメーター
ガーニッシュ

車両部品の取り外し方法
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リヤカメラ

1サイドシル
フロントスカッフ左

2ダッシュサイド
トリム左

3サイドシル
リヤスカッフ左

4センターピラー
ロアトリム左

6テールエンドトリム 5ラゲッジボードおよび
ラゲッジアンダーボックス

7クォーター
インナー
ロアトリム左

8リヤシートベルトアンカーおよび
クォーターインナーアッパートリム左

9リヤアシスト
グリップ左

10ルーフライニング
クリップ

11ハイマウント
ストップランプ
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フロントカメラ、インナーカメラ

⑫ハーネス固定テープ ⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑬保護シート
（50×30mm）

コネクター
接続部 ⑬保護シート

（50×30mm）

⑧フロントカメラ

⑧フロント
カメラのコード

⑩フロントカメラ
ケーブル

①ドライブレコーダー本体

⑦電源ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ
⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ ⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑦電源ケーブル
の余長

㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

㉗インナーカメラ
㉗インナーカメラのコード

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉘インナー
カメラケーブル

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　100×20mmにカットして使用してください。

取付概要
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リヤカメラ

⑳リヤカメラ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑬保護シート

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　大きさを調整してください。

インパネ内へ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ
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⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DSBS
170 mm

車両の中心

セラミックライン

15 mm

⑧フロントカメラ
貼付位置

⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から3.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

※貼付位置は、DSBS付き/無し共通です。

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備
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「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（50×30mm）

車両前方

⑫ハーネス固定テープ

配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護をし
てください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

左フロントピラー上部

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記㉗インナーカメラ

上から1番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

インナーカメラ取付前の準備
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㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。

レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DSBS
225mm

車両の中心

セラミックライン

㉗インナーカメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上端を
セラミックラインの端
に合わせる。

※貼付位置は、DSBS付き/無し共通です。

インナーカメラの取付方法

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

㉘インナー
カメラケーブル

⑬保護シート
（50×30mm） 車両前方

⑫ハーネス固定テープ

配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護をし
てください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

右フロントピラー上部

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（1） バックドアを開け、バックドアインナーパネ
ル図示箇所にホールソーでφ16mmの穴を開
けてください。

穴開けの際は切削粉が飛散するため、必ず保護メ
ガネを着用してください。

警告

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

車両配線やリヤウォッシャーホースなどを傷付
けないよう、配線やホースを一時的にずらした
り、抜き出したりしてください。
切削粉がバックドアハーネスグロメットや、車
室内などに入り込まないように養生をしてくだ
さい。
ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

ヤスリで穴を仕上げるときは、穴の周囲に保護
用のテープ（ガムテープ）を貼り付け、ボデー
に傷が付かないようにしてください。

 また、ヤスリでバックドアハーネス等を傷付け
ないようにしてください。
バックドアパネル内の切り粉や削りくずをマグ
ネットハンドを使い取り除いてください。異音
や錆の原因になります。

注 記

（3） 加工穴の切断面にタッチアップペイントを十
分に塗り、乾燥させてください。

Rエンドから15mm

Rエンド
15mm

A視図 バックドアガラス

バックドアインナーパネル

バックドア
インナーパネル

セラミックライン

φ16mm

バックドアガラス

車両の中心

A

リヤカメラ取付前の準備
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（4） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ
上から6.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

車両の中心

5mm

17mm

セラミックライン

⑳リヤカメラ貼付位置

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記

⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード

リヤカメラの取付方法
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（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに貼り付けてください。

440mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、40×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

（5） 針金等を利用して⑳リヤカメラのコードを加
工穴からハイマウントストップランプ取付穴
へとバックドアパネル内を通してください。

⑳リヤカメラ
のコード

加工穴

⑳リヤカメラ
のコード

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

（6） ⑰グロメットを加工穴に取り付けてくださ
い。

（7） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑳リヤカメラ
のコード

㉒クランパー ⑰グロメット
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（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットバックドア側から室内側に通
してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスグロメットのルーフパネル
側には、グロメットインナーがあります。取り
外すにはルーフライニングをめくり、ツメを縮
めてください。

バックドアハーネス
グロメット

グロメットインナー

ツメ

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記
ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

針金

針金挿入方向

バックドアハーネス
グロメット

㉑リヤカメラ
ケーブルの
引き込み方向

7P
コネクター

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

約200mm

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。

150mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（150×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。バックドアハーネス

グロメット取付穴
㉑リヤカメラ
ケーブル

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

㉑リヤカメラケーブル
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（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

㉑リヤカメラケーブル

⑳リヤカメラの
コード

7Pコネクター

（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

コネクター部
⑪バンド
クランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑳リヤカメラ
のコード

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をハイマウントストップランプ取
付穴からバックドアパネル内に入れ、⑫ハー
ネス固定テープでバックドアインナーパネル
側に固定してください。

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭きとってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
ハイマウントストップランプと干渉しない位置
へ貼り付けてください。

注 記

㉑リヤカメラケーブル
と⑳リヤカメラのコード
の余長部

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

バックドアインナーパネル

⑫ハーネス固定テープ
（130×50mm）
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「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス
固定テープ 車両前方

⑫ハーネス固定
テープ（200×25mm）

㉑リヤカメラケーブル

（1） 配線を保護するため、図示箇所の㉑リヤカメ
ラケーブルに⑫ハーネス固定テープ（200×
25mm）を巻き付けてください。

左リヤサイドシル部後ろ側
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㉑リヤカメラケーブル

隙間から㉑リヤ
カメラケーブル
を表に出す。

⑫ハーネス固定テープ

車両前方

⑬保護シート
（60×20mm）

㉑リヤカメラケーブル

フロアパネル

発泡スチロール

（2） 図示箇所の㉑リヤカメラケーブルは、発泡ス
チロールとフロアパネルの隙間から表へ出し
てください。

（3） 配線を保護するため、図示箇所の㉑リヤカメ
ラケーブルに⑬保護シート（60×20mm）を
巻き付けてください。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

左リヤサイドシル部前側

⑪バンド
クランプ

⑫ハーネス
固定テープ

㉑リヤカメラ
ケーブル

車両前方

⑬保護シート
（60×60mm）

（4） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（5） シートベルトと干渉しないように㉑リヤカメ
ラケーブルを配線してください。

左Bピラー部
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㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑦電源ケーブル、
⑩フロントカメラケーブル、
㉑リヤカメラケーブルの余長

⑩フロントカメラケーブル
⑦電源ケーブル

車両前方

⑪バンドクランプ

約200mm

車両前方

⑦電源ケーブル
⑩フロントカメラ
ケーブル

㉙分岐ケーブル

各ケーブルの配線

ナビゲーション取付部

ステアリングコラム下

㉘インナーカメラケーブルの余長⑪バンドクランプ

コンビネーションメーター取付部

（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメラ
ケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくださ
い。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇所）
に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてくださ
い。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。
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本車両は④車両側ブラケットを使用します。配線を通す穴を加工します。
アドバイス

ドライブレコーダー本体の取付方法

（1） コラムホールカバーへ④車両側ブラケットを
当て、ネジ穴位置へマーキングをしてくださ
い。

④車両側ブラケットの向きを間違えないでくださ
い。

注 記

（2） ④車両側ブラケットを外し、マーキングした
位置にドリルで穴（φ3mm）を開けてくださ
い。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

コラムホールカバーの裏面から表面方向へ穴を開
けてください。

アドバイス

ネジ穴位置

コラムホールカバー

角

角の延長線に合わせる。

Rエンド

④車両側ブラケット
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コラムホールカバー

15mm

15mm

80mm

80mm

穴（φ3mm）の
延長線

穴開け位置

穴（φ3mm）の
延長線

穴（φ3mm）

延長線の中央

（3） コラムホールカバーの穴開け位置にマーキン
グしてください。

（4） コラムホールカバーの穴開け位置にホール
ソーで穴（φ16mm）を開けてください。

 ホールソーを使用する際は、保護メガネ等を使
用してください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

コラムホールカバー

φ16mm 穴
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（8） ㉕スピードナット（4個）および⑲タッピン
ねじ（4本）で④車両側ブラケットを固定し
てください。

 ㉕スピードナットは、図の向きで取り付けてく
ださい。
 ㉕スピードナットがコラムホールカバー裏面の
リブに乗り上げる場合は、干渉する部位のリブ
をカットしてください。

注 記

（9） 図示位置の⑲タッピンねじ先端を⑬保護シー
トで覆ってください。

必ず⑲タッピンねじ先端を⑬保護シートで覆って
ください。指等が触れるとけがをするおそれがあ
ります。

注意

㉕スピードナット

⑲タッピンねじ

コラムホールカバー

④車両側
ブラケット

⑲タッピンねじ

㉕スピードナット

⑬保護シート
（10×40mm）

（5） ⑱両面テープ（車両側ブラケット用）を④車
両側ブラケットに貼り付けてください。（全
車共通の「ドライブレコーダー本体の取付方
法」参照）

（6） ④車両側ブラケットのはく離紙をはがしてく
ださい。

（7） ネジ穴位置が合うように④車両側ブラケット
を貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ④車両側ブラケットの向きを間違えないでくだ
さい。

注 記

ネジ穴位置

コラムホールカバー ④車両側ブラケット

はく離紙
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（11） コラムホールカバーの加工穴に本図のように
ケーブルを通してください。

㉙分岐ケーブル

コラムホールカバー

加工穴

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑦電源ケーブル

（10） 配線を保護するため、図示箇所に⑬保護シー
トを巻き付けてください。

㉙分岐ケーブル⑦電源ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（20×40mm）

⑬保護シート
（20×40mm）

35mm 35mm
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（12） ①ドライブレコーダー本体と⑯両面テープ
（本体用）のはく離紙をはがしてください。

（13） ②本体ブラケットと⑯両面テープ（本体用）
を①ドライブレコーダー本体に貼り付けてく
ださい。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（14） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

⑯両面テープ（本体用）

はく離紙をはがす

②本体ブラケット

①ドライブ
レコーダー本体

コラムホールカバー
④車両側
ブラケット

①ドライブレコーダー本体

（15） ①ドライブレコーダー本体に貼り付けた②本
体ブラケットおよび⑯両面テープ（本体用）
のはく離紙をはがしてください。（全車共通
の「ドライブレコーダー本体の取付方法」参
照）

（16） ①ドライブレコーダー本体を④車両側ブラ
ケットに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を④車両側ブラケッ
トに貼り付ける際、取付穴をツメにはめ込んで
ください。

注 記
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（18） カットした⑫ハーネス固定テープをコラム
ホールカバーに貼り付けてください。

（19）図示箇所に⑬保護シートを貼り付けてくだ
さい。

 ⑫ハーネス固定テープおよび⑬保護シートを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（17） ⑫ハーネス固定テープを図のようにカットし
てください。

切り込み切り込み
15mm

30mm

35mm 35mm

80mm

10mm

⑫ハーネス固定テープ

⑦電源ケーブル ㉙分岐ケーブル ⑩フロントカメラ
ケーブル

コラムホールカバー

⑬保護シート
（120×50mm）
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 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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スペーシアベースの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

4コラムホールカバー

1フロントピラー
インナートリム左

3フロントピラー
インナートリム右

2グローブボックス

5インパネセンターガーニッシュおよび
インパネセンターガーニッシュベース

6ナビゲーションユニット

本書に記載の取付位置は推奨となります。他の用品と取付位置が重なる場合、取付位置の調整をし
てください。

別売のETC2.0車載器をビルトイン取付キットを使用せずに取り付ける場合は、ETC2.0車載器本体を
グローブボックス内に取り付けてください。

注 記

車両部品の取り外し方法
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リヤカメラ

運転席シートを取り外すと作業性が向上します。

アドバイス

2ダッシュサイド
トリム右

1サイドシル
フロント
スカッフ右

4センターピラーロアトリム右

5運転席シート

3サイドシルリヤスカッフ左右

11テールエンドトリム

10ラゲッジボードおよびラゲッジアンダートレー

6リヤシート 7ラゲッジトノボード

8ラゲッジボード9ツールボックス

16ハイマウントストップランプ

14ルーフライニングクリップ左右

15バックドアサービス
ホールキャップ
（ケーブル引き込み用）

12クォーターインナー
ロアトリム左右

13クォーターインナー
アッパートリム左右
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フロントカメラ、インナーカメラ

ナビゲーションユニット

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブルおよび
㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ ①ドライブ
レコーダー本体

⑦電源
ケーブル

⑦電源ケーブル
の余長

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラのコード

㉗インナーカメラ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

㉗インナーカメラのコード

㉘インナーカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ

コネクター
接続部

取付概要
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リヤカメラ

スペーシアベースの運転席シートの下の配線は、リヤシート取付部のサイレンサーパットを割らないよ
う慎重に持ち上げながら作業を行ってください。なお、運転席シートを取り外すとサイレンサーパット
が取り外しでき、作業性が向上します。

注 記

インパネ内へ

㉑リヤカメラケーブル

⑳リヤカメラ

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑬保護シート
（50×25mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

⑫ハーネス固定テープ　

⑫ハーネス固定テープ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から3.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

⑧フロントカメラ
貼付位置

セラミックライン

DCBSカバー

車両の中心

155mm

10mm

※貼付位置は、DCBS付き/無し共通です。

「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記㉗インナーカメラ

上から1番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

セラミックライン
DCBSカバー

車両の中心

255mm

㉗インナーカメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上
端をセラミックラインの
端に合わせる。

　※貼付位置は、DCBS付き/無し共通です。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（1） 「車両部品の取り外し方法」の「リヤカメラ」
で取り外したケーブル引き込み用のバックド
アサービスホールキャップの中央に穴（φ
4mm）を開けてください。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

バックドアサービスホールキャップ

φ4mm

バックドアサービスホールキャップ

カットする

（3） バックドアサービスホールキャップの図示位
置をカッターナイフ等でカットしてくださ
い。

カットする際は、耐切創手袋を使用してください。
注意

（4） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ 上から7番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

リヤカメラ取付前の準備
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記
⑳リヤカメラ
貼付位置

車両の中心

57mm

29mm

セラミックライン

（2） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに貼り付けてください。

360mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 1枚、
160×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

（3） ⑳リヤカメラのコードをバックドアサービス
ホールキャップの加工穴に通してください。

バックドアサービスホールキャップは、図の向き
で取り付けてください。

注 記

バックドアサービスホールキャップ

バックドアサービスホールキャップ

加工穴

⑳リヤカメラのコード

リヤカメラの取付方法

バックドア上部中央
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（4） 針金等を使用して⑳リヤカメラのコードを
バックドアパネル内に通してください。⑳リヤカメラ

のコード

⑳リヤカメラ
のコード

バックドア
サービスホール

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

（5） バックドアサービスホールキャップを復元し
てください。

バックドアサービスホールキャップは、カット部
が⑳リヤカメラのコードでかくれる向きに取り付
けてください。

注 記

（6） ㉒クランパー（2個）で⑳リヤカメラのコー
ドを固定してください。

後方視界支援ミラーと同時取り付けする場合
は、ミラーを先に取り付けてください。
㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記
⑳リヤカメラのコード

㉒クランパー

バックドアサービス
ホールキャップ

後方視界支援ミラーと共着しない場合

⑳リヤカメラのコード

㉒クランパー後方視界支援ミラー

バックドアサービス
ホールキャップ

後方視界支援ミラーと共着する場合
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約550mm

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記
ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

針金

バックドアハーネス
グロメット

針金挿入方向

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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500mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、100×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット取付穴

⑳リヤカメラのコード

7Pコネクター

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。

（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。
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㉑リヤカメラケーブルと
⑳リヤカメラのコードの余長部

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

㉑リヤカメラケーブルと
⑳リヤカメラのコードの余長部

ハイマウントストップランプ取付穴

⑫ハーネス
固定テープ

（130×50mm）

⑳リヤカメラのコードコネクター部

㉑リヤカメラケーブル ⑪バンドクランプ

（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をハイマウントストップランプ取
付穴からバックドアパネル内に入れ、⑫ハー
ネス固定テープでバックドアインナーパネル
側に固定してください。

ハイマウントストップランプ等と干渉しない位
置へ固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記



第12版
頁　233／384

スペーシアベース

「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護をしてください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けて
ください。汚れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（50×25mm）

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固定テープ

⑬保護シート
（50×25mm）

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

バックドア開口部左 バックドア開口部右
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㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンド
クランプ

⑬保護シート
（50×25mm）

車両前方

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固
定テープ

⑫ハーネス固
定テープ

⑬保護シート
（50×25mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

車両前方

右リヤクォーターピラー上部 右リヤクォーターピラー下部
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（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

⑪バンド
クランプ

㉑リヤカメラ
ケーブルおよび
㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

各ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑦電源ケーブル
および⑩フロント
カメラケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブル

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑦電源ケーブル

⑦電源ケーブルの余長

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑪バンドクランプ

⑩フロントカメラ
ケーブル

車両前方

各ケーブルの配線

グローブボックス取付部

ナビゲーション取付部

運転席足元右
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（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

⑪バンド
クランプ

データリンク
コネクター

各ケーブル

約150mm

約230mm

運転席足元右
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コラムホールカバー

ネジ穴位置

（2） コラムホールカバーの切り抜き位置にマーキ
ングをしてください。

指定の寸法および㉖型紙の端に沿ってマーキング
をしてください。

アドバイス

（1） コラムホールカバーへ㉖型紙を当て、ネジ穴
位置へマーキングをしてください。

（3） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててください。

注 記

ネジ穴位置㉖型紙

15mm

コラムホールカバー

リブ

突き当てる

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。①ドライブレコーダー本体を通す穴を加工します。

アドバイス

面沿い
40mm

63mm
面沿い
40mm

コラムホールカバー
マーキング

㉖型紙

切り抜き位置

ドライブレコーダー本体の取付方法
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マーキング
（切り抜き位置）

超音波カッター等で切り抜く コラムホールカバー

（4） コラムホールカバーのマーキング位置（切り
抜き位置）内側に沿って超音波カッター等で
穴を開けてください。

穴を開ける際は、耐切創手袋を使用してください。
注意

（5） 切り抜き後、コラムホールカバーの切り抜き
部のバリをヤスリで取り除いてください。

最初は粗目のヤスリでバリを取り除き、仕上げを
細目のヤスリで毛羽立ちが無くなるようにしてく
ださい。

アドバイス

（6） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（7） コラムホールカバーの図示位置に②本体ブ
ラケットを取り付け、③スクリュー（M3×
8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

コラムホールカバー

②本体ブラケット

②本体ブラケット貼付位置

はく離紙

③スクリュー
（M3×8mm）

（8） ⑯両面テープ（本体用）と㉓両面テープを図
のようにカットしてください。

⑯両面テープ
（本体用）

10mm

7.5mm 7.5mm

A

A A

A

A A

㉓両面テープ
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（9） カットした⑯両面テープ（本体用）Aと㉓両
面テープAを①ドライブレコーダー本体に貼
り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

①ドライブレコーダー本体

⑯両面テープ
（本体用）A

⑯両面テープ
（本体用）A

㉓両面テープA
はく離紙

はく離紙

はく離紙

コラムホールカバー ②本体ブラケット

①ドライブレコーダー本体

（10） ①ドライブレコーダー本体を仮組みし、コラ
ムホールカバーと干渉していないことを確認
してください。なお、干渉している場合は、
コラムホールカバーを削り調整してくださ
い。

①ドライブレコーダー本体を仮組みする際は、②
本体ブラケットのツメをかん合させないでくださ
い。

注 記

（11） ①ドライブレコーダー本体、㉓両面テープA
および⑯両面テープ（本体用）Aのはく離紙
をはがしてください。（全車共通の「ドライ
ブレコーダー本体の取付方法」参照）

（12） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（13） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）
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 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。

全車共通の「感度調整」を参照して急加速・急減速の感度の設定値を2にしてください。

注 記
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ワゴンRの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

5インパネセンターガーニッシュおよび
インパネセンターガーニッシュベース

6ナビゲーション
ユニット

2グローブボックス 4コラムホールカバー

1フロントピラー
インナートリム左

3フロントピラー
インナートリム右

車両部品の取り外し方法
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リヤカメラ

2ダッシュサイドトリム右

1サイドシル
フロントスカッフ右

4センターピラーロアトリム右

3サイドシル
リヤスカッフ左右

5ラゲッジボードおよびラゲッジトレー

6テールエンドトリム

11ルーフライニングクリップ左右

10リヤアシストグリップ左右

9ラゲッジルームランプ

7クォーターインナー
ロアトリム左右

12リヤワイパーモーターカバー

8クォーターインナー
アッパートリム左右

リヤワイパーモーターカバーは取り外すとクリップ（77290-65P00：4個）が傷みます。必ず新品
と交換してください。

注 記
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フロントカメラ、インナーカメラ

ナビゲーションユニット

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ ⑦電源ケーブル

⑦電源ケーブルの余長

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ
コネクター接続部

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 

⑧フロントカメラ

⑫ハーネス固定テープ ⑫ハーネス固定テープ⑧フロントカメラ
のコード

㉗インナーカメラ
のコード

⑩フロントカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラケーブル
および㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

①ドライブレコーダー本体

㉗インナーカメラ

㉘インナーカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

取付概要
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リヤカメラ

インパネ内へ

⑳リヤカメラ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ⑫ハーネス

固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑬保護シート（50×30mm）

⑬保護シート（50×20mm）

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

⑧フロントカメラ
貼付位置

セラミックライン

DSBSカバー

車両の中心

130mm

25mm

⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から1.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
 ⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から2番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

㉗インナーカメラ

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記
セラミックライン

DSBSカバー

車両の中心

235mm

㉗インナー
カメラ貼付
位置

㉗インナーカメラ上
端をセラミックラインの
端に合わせる。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）



第12版
頁　247／384

ワゴンR

（1） 図示箇所に穴（φ4.5mm）を開けてください。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

（2） 図示箇所をカットしてください。
（3） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

リヤワイパーモーターカバー

カットする

φ4.5mm

20mm

（4） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ 上から5.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

リヤカメラ取付前の準備
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

車両の中心

⑳リヤカメラ
貼付位置

セラミックライン57mm

12mm

（3） ⑳リヤカメラのコードを配線し、⑫ハーネス
固定テープで固定してください。

 ⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑫ハーネス固定テープ

⑳リヤカメラのコード

リヤカメラの取付方法

（2） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑬保護シート
（50×20mm）
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（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記
ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

針金

バックドア
ハーネス
グロメット

針金挿入方向

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

㉑リヤカメラケーブルバックドアハーネス
グロメット

約550mm

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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500mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、100×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。サービスホール

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット取付穴

（8） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（9） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドを⑪バンドクランプで固定してください。

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンド
クランプ

⑳リヤカメラ
のコード

⑬保護シート
（50×30mm）

⑬保護シート
（50×30mm）

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。
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（10） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（11） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

⑳リヤカメラのコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

7Pコネクター

（12） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

⑪バンドクランプ

⑳リヤカメラ
のコード

コネクター部㉑リヤカメラケーブル

（13） リヤワイパーモーターカバーを復元する際
は、⑳リヤカメラのコードを加工穴へ通して
ください。

リヤワイパー
モーターカバー 加工穴

⑳リヤカメラ
のコード



第12版
頁　252／384

ワゴンR

「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

 ⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

右クォーターピラー部

右リヤホイールハウス部

右リヤホイールハウス上

右リヤサイドシル部

エアバッグハーネス

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

車両前方

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

車両前方
⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

車両前方

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

車両前方
⑪バンドクランプ
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右センターピラー部

右ダッシュサイド部

右フロントサイドシル部

㉑リヤカメラ
ケーブル

車両前方
⑪バンド
クランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

車両前方
⑪バンド
クランプ

車両前方

⑪バンド
クランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ



第12版
頁　254／384

ワゴンR

（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

 ⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

㉑リヤカメラケーブル
および㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉙分岐
ケーブル

⑪バンドクランプ

車両前方

約250mm

⑩フロント
カメラケーブル⑦電源ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブル

⑩フロントカメラケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑪バンド
クランプ

⑦電源ケーブルの余長

⑦電源ケーブル

車両前方

各ケーブルの配線

ステアリングコラム右上

グローブボックス取付部上
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（1） コラムホールカバーへ㉖型紙を当て、ネジ穴
位置へマーキングをしてください。

A視図

ネジ穴位置

㉖型紙

㉖型紙 コラムホールカバー

㉖型紙

スクリュー

A視

スクリューの
中心にそろえる。

23mm 23mm

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。①ドライブレコーダー本体を通す穴を加工します。
アドバイス

ドライブレコーダー本体の取付方法
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54mm

マーキング

コラムホールカバー

㉖型紙

切り抜き位置

コラムホールカバー

マーキング（ネジ穴位置）

（3） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

（2） コラムホールカバーの切り抜き位置にマーキ
ングをしてください。

指定の寸法および㉖型紙の端に沿ってマーキング
をしてください。

アドバイス

（4） コラムホールカバーのマーキング位置（切り
抜き位置）内側に超音波カッター等で穴を開
けてください。

穴を開ける際は、耐切創手袋を使用してください。
注意

（5） 切り抜き後、コラムホールカバーの切り抜き
部のバリをヤスリで取り除いてください。

最初は粗目のヤスリでバリを取り除き、仕上げを
細目のヤスリで毛羽立ちが無くなるようにしてく
ださい。

アドバイス
コラムホールカバー

超音波カッター等で
切り抜く

マーキング
（切り抜き位置）
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（6） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。 

（7） コラムホールカバーの図示位置に②本体ブ
ラケットを取り付け、③スクリュー（M3×
8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

コラムホールカバー
②本体ブラケット

②本体ブラケット貼付位置

はく離紙

③スクリュー
（M3×8mm）

①ドライブ
レコーダー本体

はく離紙

⑯両面テープ
（本体用）

⑯両面テープ
（本体用）

⑯両面テープ
（本体用）

⑯両面テープ
（本体用）

はく離紙

はく離紙

（8） ⑯両面テープ（本体用）を図のようにカット
してください。

（9） カットした⑯両面テープ（本体用）を①ドラ
イブレコーダー本体に貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（10） カットした⑫ハーネス固定テープを①ドライ
ブレコーダー本体に貼り付けてください。

①ドライブ
レコーダー本体

⑫ハーネス固定テープ（10×70mm）

5mm

⑯両面テープ（本体用）

半分にカットする

半分に
カットする

半分に
カットする
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コラムホールカバー ②本体ブラケット

①ドライブレコーダー本体

（11） ①ドライブレコーダー本体を仮組みし、コラ
ムホールカバーと干渉していないことを確認
してください。なお、干渉している場合は、
コラムホールカバーを削り調整してくださ
い。

①ドライブレコーダー本体を仮組みする際は、②
本体ブラケットのツメをかん合させないでくださ
い。

注 記

（12） ①ドライブレコーダー本体および⑯両面テー
プ（本体用）のはく離紙をはがしてください。
（全車共通の「ドライブレコーダー本体の取
付方法」参照）

（13） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（14） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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ワゴンRスマイルの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

代表例を示しています。電動パーキングブレーキ仕様の車両についてはサービスマニュアルを参照して
ください。

アドバイス

3インパネセンターガーニッシュおよび
インパネセンターガーニッシュベース

4ナビゲーション
ユニット

1フロントピラー
インナートリム左

6フロントピラー
インナートリム右

2グローブボックス 5インパネガーニッシュ 7コラムホールカバー

車両部品の取り外し方法
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リヤカメラ

5ラゲッジボードおよび
ラゲッジアンダーボックス

6テールエンド
トリム

7クォーター
インナー
ロアトリム右

8リヤシートベルトアンカーおよび
クォーターインナーアッパートリム右

9リヤアシスト
グリップ右

10ルーフライニング
クリップ

11ラゲッジランプ

12ハイマウント
ストップランプ

1サイドシルフロントスカッフ右

2ダッシュサイド
トリム右

3サイドシル
リヤスカッフ右

4センターピラー
ロアトリム右
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フロントカメラ、インナーカメラ

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑬保護シート

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

ナビゲーションユニット

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ ⑪バンドクランプ

⑫ハーネス固定テープ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。

⑧フロントカメラ

①ドライブ
レコーダー本体

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブルおよび
㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

⑦電源ケーブルの余長 ⑦電源ケーブル

⑫ハーネス固定テープ

㉗インナーカメラ

㉗インナーカメラの
コード

⑫ハーネス
固定テープ

㉘インナーカメラ
ケーブル

コネクター
接続部

⑧フロント
カメラのコード

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

取付概要
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リヤカメラ

⑪バンドクランプ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑳リヤカメラ

⑫ハーネス固定テープ⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ
⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

インパネ内へ

⑬保護シート

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ
上から3番目の目盛りに

⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

DSBS

車両の中心

セラミックライン

⑧フロントカメラ
貼付位置

15mm

170mm
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記㉗インナーカメラ

上から1番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DSBS

車両の中心

セラミックライン

230mm
㉗インナーカメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上
端をセラミックラインの
端に合わせる。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（1） バックドアを開け、バックドアインナーパネ
ル図示箇所にホールソーでφ16mmの穴を開
けてください。

穴開けの際は切削粉が飛散するため、必ず保護メ
ガネを着用してください。

警告

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

車両配線やリヤウォッシャーホースなどを傷付
けないよう、配線やホースを一時的にずらした
り、抜き出したりしてください。
切削粉がバックドアハーネスグロメットや、車
室内などに入り込まないように養生をしてくだ
さい。
ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

ヤスリで穴を仕上げるときは、穴の周囲に保護
用のテープ（ガムテープ）を貼り付け、ボデー
に傷が付かないようにしてください。

 また、ヤスリでバックドアハーネス等を傷付け
ないようにしてください。
バックドアパネル内の切り粉や削りくずをマグ
ネットハンドを使い取り除いてください。異音
や錆の原因になります。

注 記

（3） 加工穴の切断面にタッチアップペイントを十
分に塗り、乾燥させてください。

Rエンドから
15mm

バックドアインナーパネル

A

74mm

車両の中心

セラミックライン

Rエンド
15mm

A視図 バックドアガラス

バックドア
インナーパネル

バックドアガラス

リヤカメラ取付前の準備
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（4） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ 上から6番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記
18mm

57mm

車両の中心

セラミックライン
⑳リヤカメラ貼付位置

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記

⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード

リヤカメラの取付方法
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（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに巻き付けてください。

500mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2 枚、
100×25mm 1 枚）

⑳リヤカメラの
コード

（5） 針金等を利用して⑳リヤカメラのコードを加
工穴からハイマウントストップランプ取付穴
へとバックドアパネル内を通してください。

⑳リヤカメラ
のコード

加工穴

⑳リヤカメラ
のコード

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

（6） ⑰グロメットを加工穴に取り付けてくださ
い。

（7） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑳リヤカメラのコード

㉒クランパー

⑰グロメット
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（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記

ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

針金

針金挿入方向

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

約350mm

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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300mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 1枚、100×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。バックドアハーネス

グロメット取付穴

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

㉑リヤカメラケーブル

㉑リヤカメラケーブル

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに巻き付けてください。
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（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

㉑リヤカメラケーブル

⑳リヤカメラの
コード

7Pコネクター

（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

コネクター部

⑪バンド
クランプ

⑳リヤカメラ
のコード

㉑リヤカメラケーブル

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をハイマウントストップランプ取
付穴からバックドアパネル内に入れ、⑫ハー
ネス固定テープでバックドアインナーパネル
側に固定してください。

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭きとってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
ハイマウントストップランプと干渉しない位置
へ貼り付けてください。

注 記

㉑リヤカメラケーブル
と⑳リヤカメラのコード
の余長部

ハイマウントストップ
ランプ取付穴

バックドアインナーパネル

⑫ハーネス固定テープ
（130×50mm）
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「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

（1） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記
㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（50×20mm）

ルーフライニング

⑬保護シート
（50×25mm）

車両前方

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（50×20mm）

リヤウォッシャーホース

車両ハーネス

カーテンエアバック

車両前方

⑪バンドクランプ

（2） カーテンエアバック展開時の妨げとならない
ように必ず車両ハーネス等に沿わせてくださ
い。

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

右クォーターピラー部（ルーフライニング裏）

バックドア開口部
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⑪バンドクランプ

⑫ハーネス固定
テープ（200×25mm）

⑫ハーネス
固定テープ
（100×30mm）

㉑リヤカメラケーブル

フロアパネル

発泡スチロール

㉑リヤカメラケーブル

隙間から㉑リヤカメラ
ケーブルを表に出す。

㉑リヤカメラ
ケーブル

車両前方

（4） 配線を保護するため、図示箇所の㉑リヤカメ
ラケーブルに⑫ハーネス固定テープ（200×
25mm）を巻き付けてください。

（5） 図示箇所の㉑リヤカメラケーブルは、発泡ス
チロールとフロアパネルの隙間から表へ出し
てください。

⑪バンド
クランプ

㉑リヤカメラケーブル

⑬保護シート
（50×25mm）

車両前方

（3） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

右クォーターピラー部
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⑫ハーネス固定テープ
（100×30mm）

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

シートベルト

車両前方

右Bピラー部
（6） シートベルトと干渉しないように㉑リヤカメ

ラケーブルを配線してください。
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（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑪バンドクランプ

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑩フロントカメラ
ケーブル

車両前方

各ケーブルの配線

グローブボックス取付部左



第12版
頁　276／384

ワゴンRスマイル

（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

⑪バンド
クランプ

データリンク
コネクター

約180mm

約80mm

各ケーブル

車両前方

ステアリングコラム右

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑩フロントカメラ
ケーブル
⑦電源ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブルおよび
㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブル

車両前方

運転席足元右

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

⑦電源ケーブルの
余長

⑪バンドクランプ

⑩フロントカメラケーブル

⑦電源ケーブル

車両前方

ナビゲーション取付部
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（2） コラムホールカバーの切り抜き位置にマーキ
ングをしてください。

指定の寸法および㉖型紙の端に沿ってマーキング
をしてください。

アドバイス

（1） コラムホールカバーへ㉖型紙を当て、ネジ穴
位置へマーキングをしてください。

リブ

ネジ穴位置

㉖型紙

コラムホールカバー
（ポケット上面）

A視
突き当てる

A視図

㉖型紙

5mm

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。①ドライブレコーダー本体を通す穴を加工します。

アドバイス

㉖型紙コラムホールカバー
（ポケット上面）

63mm

面沿い
40mm

面沿い
40mm

マーキング
切り抜き位置

ドライブレコーダー本体の取付方法
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コラムホールカバー
（ポケット上面）

ネジ穴位置
（3） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴

位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててください。

注 記

コラムホールカバー

超音波カッター等で
切り抜く

マーキング
（切り抜き位置）

（4） コラムホールカバーのマーキング位置（切り
抜き位置）内側に沿って超音波カッター等で
穴を開けてください。

穴を開ける際は、耐切創手袋を使用してください。
注意

（5） 切り抜き後、コラムホールカバーの切り抜き
部のバリをヤスリで取り除いてください。

最初は粗目のヤスリでバリを取り除き、仕上げを
細目のヤスリで毛羽立ちが無くなるようにしてく
ださい。

アドバイス
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（6） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（7） コラムホールカバーの図示位置に②本体ブ
ラケットを取り付け、③スクリュー（M3×
8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

コラムホールカバー

②本体ブラケット

②本体ブラケット貼付位置

はく離紙

③スクリュー
（M3×8mm）

（8） ⑯両面テープ（本体用）と㉓両面テープを図
のようにカットしてください。

⑯両面テープ
（本体用）

10mm

7.5mm 7.5mm

A

A A

A

A A

㉓両面テープ

（9） カットした⑯両面テープ（本体用）Aと㉓両
面テープAを①ドライブレコーダー本体に貼
り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

①ドライブレコーダー本体

⑯両面テープ
（本体用）A

⑯両面テープ
（本体用）A

㉓両面テープA
はく離紙

はく離紙

はく離紙



第12版
頁　280／384

ワゴンRスマイル

コラムホールカバー

②本体ブラケット

①ドライブレコーダー本体

（10） ①ドライブレコーダー本体を仮組みし、コラ
ムホールカバーと干渉していないことを確認
してください。なお、干渉している場合は、
コラムホールカバーを削り調整してくださ
い。

①ドライブレコーダー本体を仮組みする際は、②
本体ブラケットのツメをかん合させないでくださ
い。

注 記

（11） ①ドライブレコーダー本体、㉓両面テープA
および⑯両面テープ（本体用）Aのはく離紙
をはがしてください。（全車共通の「ドライ
ブレコーダー本体の取付方法」参照）

（12） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（13） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）
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 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。

全車共通の「感度調整」を参照して急加速・急減速の感度の設定値を2にしてください。

注 記
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ランディの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

コンビネーションメーターは、コネクターの接続を外さないでください。
なおこの際、インパネやメーターに傷が付かないように養生をしながら作業を行ってください。

注 記

1フロントピラー
インナートリム右4フロントピラー

インナートリム左

1 押す

1 押す

2 引き抜く

2フロントピラー
インナーロア
トリム右

テザークリップ

7インストルメント
クラスターフィニッシュ
パネル CTR UPR

6インストルメント
クラスターフィニッシュ
パネルSUB-ASSY CTR

8ナビゲーション
ユニット

3メーターフード
SUB-ASSY

11インパネサイド
パネル（R）

24コンビネーションメーター
※コネクターの接続は外さないで
ください。

12インパネロワカバー

18センターレジスターおよび
センタークラスターサイドパネル

21サイド
レジスター（L）

22レジスター
ベゼル（L）

5フロント
ピラーインナー
ロアトリム左

23インパネ
ボックス（L）

17エアコンパネル

15グローブボックス

16インパネサイド
パネル（L）

20インパネクラスター（L）

19インパネアッパー
クラスター（L）

車両部品の取り外し方法
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13フロントドア
スカッフプレート（L）

14カウルサイド
トリム（L）

9フロントドア
スカッフプレート（R）

10カウルサイド
トリム（R）

リヤカメラ

1リヤドアスカッフ
プレート

2リヤドアスカッフ
プレートカバー

3アシスト
グリップ（L）

4センターピラー
ロワトリム（L）

6リトラクターカバー

7ラゲッジ
ランプ

8ドリンクホルダー 10リヤシートカバーリヤ（L）

9リヤシートカバー
フロント（L）

5フック
※中央を押しな
がら引き抜く

11ラゲッジサイド
アンダートリム（L）
※前側を浮かせてく
ださい

14バックドアアッパートリム

13ルーフライニング
クリップ

12リヤシートベルト
カバー
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フロントカメラ、インナーカメラ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。
　なお⑧フロントカメラのコネクター部は、80×20mmにカットして使用してください。 

⑫ハーネス固定テープ⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑧フロントカメラ

⑨コードホルダー

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑬保護シート
（50×50mm）

⑬保護シート
（30×50mm）

⑬保護シート
（40×60mm）
⑬保護シート
（50×40mm）

ナビゲーションユニット

①ドライブ
レコーダー
本体

40リヤカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（50×40mm）⑬保護シート

（80×50mm）

⑬保護シート
（50×50mm）

⑬保護シート
（50×50mm）

⑦電源ケーブル、
⑩フロントカメラケーブル、
㉘インナーカメラケーブルの余長

⑧フロントカメラ
のコード

⑩フロントカメラ
ケーブル

コネクター接続部

⑦電源ケーブル

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ
（コネクター接続部）
㉘インナーカメラ
ケーブル

㉗インナーカメラ
のコード

㉗インナーカメラ

取付概要
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リヤカメラ

インパネ内へ

⑳リヤカメラ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　大きさを調整してください。

⑬保護シート
（50×30mm）

⑬保護シート
（150×25mm）

⑬保護シート
（30×50mm）

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

40リヤカメラケーブル

40リヤカメラ
ケーブルの余長

⑪バンド
クランプ

40リヤカメラ
ケーブル

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）とでは、⑳リヤカメラの取付位置や、切り欠き加工位
置などが異なります。

注 記
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（1） ⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けて
ください。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

⑧フロントカメラ
貼付位置

セラミックライン

230mm

85mm

車両の中心

⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

⑧フロントカメラ 上から2番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

フロントカメラ取付前の準備

フロントカメラの取付方法

（2） 指定の寸法にカットした⑨コードホルダーを
取り付けてください。（全車共通の「フロン
トカメラ取付前の準備」参照）

 ⑨コードホルダーは、カッター等で寸法通りに
切ってください。
 カッターを使用する際は、耐切創手袋を着用し
て作業してください。着用しないで作業を行う
と、けがをするおそれがあります。

注意
⑨コードホルダー

破棄する

88mm
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「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（50×50mm）

⑬保護シート
（50×30mm）

ウォッシャーホース

（1） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ⑩フロントカメラケーブルは、ウォッシャー
ホースの下側を通してください。

右フロントピラー下部

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から3番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

㉗インナーカメラ

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

セラミックライン

110mm

車両の中心

㉗インナーカメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上
端をセラミックラインの
端に合わせる。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（2） 図示箇所に穴（φ4.5mm）を開けてください。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

（3） 図示箇所をカットしてください。
（4） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

（1） 図示箇所のリブをカットしてください。

12mm

φ4.5mm

バックドアアッパートリム

カットする

49mm

（5） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ
上から6.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

リヤカメラ取付前の準備

15mm

バックドアアッパートリム

カットする
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記
車両の中心

57mm

12mm

71mm

⑳リヤカメラ
貼付位置 熱線

セラミックライン

（3） ⑳リヤカメラのコードを配線し、⑫ハーネス
固定テープで固定してください。

 エッジ部およびリヤワイパーモーターの可動部
をさけて配線してください。
 ⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑳リヤカメラのコード

リヤワイパー
モーター ⑫ハーネス固定テープ

⑬保護シート（50×30mm）

リヤカメラの取付方法
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（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドア側か
らバックドアハーネスグロメット室内側に通
してください。

（3） 40リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針金
にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、40リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

グロメットインナーを外す際は、ツメを縮めて
ください。

バックドア
ハーネスグロメット

グロメットインナー

ツメ

バックドアハーネスグロメットを復元する際
は、グロメットインナーをバックドアハーネス
グロメット側へはめてからパネルへはめ込んで
ください。

バックドア
ハーネス
グロメット

グロメットインナー パネル

バックドアハーネスおよび40リヤカメラケーブ
ル破損防止のため、40リヤカメラケーブルをバッ
クドアハーネスグロメット内に通す際は、無理
に引っ張ったりしないでください。
40リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記

ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

針金

バックドアハーネス
グロメット

針金挿入方向

40リヤ
カメラ
ケーブル

40リヤカメラ
ケーブル

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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⑳リヤカメラのコードの余長

コネクター部

⑪バンドクランプ

40リヤカメラケーブル

（6） 40リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（7） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

（8） ⑳リヤカメラのコードの余長を束ね、40リヤ
カメラケーブルと⑳リヤカメラのコードを⑪
バンドクランプで固定してください。

（9） バックドアアッパートリムを復元する際は、
⑳リヤカメラのコードを加工穴へ通してくだ
さい。

⑳リヤカメラのコード

加工穴

バックドアアッパートリム

（5） バックドアハーネスグロメットから40リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

バックドアハーネス
グロメット

40リヤカメラ
ケーブル

約140mm

（10） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

⑳リヤカメラのコード ㉒クランパー



第12版
頁　293／384

ランディ

（11） 加工穴を目立たなくするため、図示箇所に⑬
保護シートを貼ってください。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

バックドアアッパートリム

⑬保護シート
（30×10mm）
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「取付概要」を参照して40リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

（1） 配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護
をしてください。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） 図示箇所の40リヤカメラケーブルに⑫ハーネ
ス固定テープを巻き付けてください。

（3） ウェザーストリップを一時的に外し、トリム
と車両パネルの隙間に40リヤカメラケーブル
を配線してください。

ウェザーストリップ内にはシーラーが塗られてい
るため、ウェザーストリップを外すとシーラーが
露出します。シーラーはルーフライニングなどに
付着するととれませんので、他の部品へ付着させ
ないように注意して作業を行ってください。

注 記

（4） 配線ができたらウェザーストリップを復元し
てください。

⑬保護シート（30×50mm）

⑫ハーネス固定テープ
40リヤカメラ
ケーブル

車両前方

⑫ハーネス固定テープ
（50×20mm）

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

40リヤカメラ
ケーブル

40リヤカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

ウェザーストリップ

バックドア開口部上（ルーフライニング裏）

バックドア開口部左

リヤカメラケーブルの配線（車室内）
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（6） 配線を保護するために、図示箇所の40リヤカ
メラケーブルに⑬保護シートを巻き付けて配
線してください。

巻き付けた⑬保護シートがはがれないようにビ
ニールテープを巻いて押さえてください。
配線後、3列目シートを上げ／下げし、40リヤ
カメラケーブルが3列目シート部品の可動部と
干渉しないことを確認してください。

注 記

（7） 図示位置の40リヤカメラケーブルは、ハーネ
スプロテクターの側面側を通してください。

⑫ハーネス固定テープ

40リヤカメラケーブル

40リヤカメラ
ケーブル

⑬保護シート（150×25mm）

⑬保護シート
（150×25mm）

⑫ハーネス
固定テープ

40リヤカメラケーブル

ハーネスプロテクター⑪バンドクランプ車両前方

センターピラーロワトリム取付部

3列目シート取付部

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ 40リヤカメラケーブル

ラゲッジサイドアンダートリム部
（5） 40リヤカメラケーブルは図示位置で固定して

ください。

ケーブルが可動部や、復元したドリンクホルダー
と干渉しない位置へ固定してください。

注 記
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（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －40リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） 40リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

各ケーブルの配線

⑪バンド
クランプ

⑬保護シート
（50×50mm）

㉘インナーカメラ
ケーブル

インパネボックス取付部
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⑪バンド
クランプ

各ケーブル

約200mm

データリンク
コネクター

ステアリングコラム右下

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑬保護シート
（50×40mm）

⑬保護シート
（80×50mm）

⑬保護シート
（50×50mm）

⑬保護シート
（40×60mm）

⑦電源ケーブル、
⑩フロントカメラ
ケーブル、
㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

各ケーブル

車両前方

インパネ右端

⑪バンドクランプ

40リヤカメラケーブルの
余長

⑫ハーネス固定テープ

リヤドアスカッフプレート取付部

（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。



第12版
頁　298／384

ランディ

（1） インパネロワカバーへ㉖型紙を当て、ネジ穴
位置へマーキングをしてください。

（2） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

㉖型紙 インパネロワカバー

130mm

ネジ穴位置

端へ合わせる

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。①ドライブレコーダー本体および配線を通す穴を加工し
ません。

アドバイス

ドライブレコーダー本体の取付方法
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（5） ㉓両面テープを①ドライブレコーダー本体に
貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（3） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。 

（4） インパネロワカバーの図示位置に②本体ブ
ラケットを取り付け、③スクリュー（M3×
8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

インパネロワカバー

②本体ブラケット②本体ブラケット貼付位置

はく離紙

③スクリュー（M3×8mm）

①ドライブレコーダー本体

㉓両面テープ

はく離紙
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インパネロワカバー

②本体ブラケット

①ドライブレコーダー本体

（6） ①ドライブレコーダー本体および㉓両面テー
プのはく離紙をはがしてください。（全車共
通の「ドライブレコーダー本体の取付方法」
参照）

（7） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（8） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取付
前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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ソリオの場合

車両部品の取り外し方法

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

代表例を示しています。電動パーキングブレーキ仕様の車両についてはサービスマニュアルを参照して
ください。

アドバイス

5インパネセンター
ガーニッシュ

7インパネセンター
ガーニッシュベース

6インパネガーニッシュ

1フロントピラー
インナートリム左

3フロントピラー
インナートリム右

2グローブボックス 4コラムホールカバー

8ナビゲーションユニット
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リヤカメラ

5ラゲッジボードおよび
ラゲッジアンダーボックス

6テールエンド
トリム

8リヤシートベルトアンカーおよび
クォーターインナーアッパートリム右

7クォーターインナー
ロアトリム右

9リヤアシスト
グリップ右

10シートベルトカバー

11ルーフライニングクリップ

12バックドアサービス
ホールキャップ

13バックドアサービス
ホールキャップ（ケーブル引き込み用）

1サイドシルフロント
スカッフ右

2ダッシュサイドトリム右

3サイドシルリヤスカッフ右

4センターピラーロアトリム右
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フロントカメラ、インナーカメラ

⑧フロントカメラ
⑧フロントカメラのコード

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑫ハーネス固定テープ ⑫ハーネス固定テープ⑫ハーネス固定テープ
コネクター
接続部

⑫ハーネス固定テープ
⑫ハーネス
固定テープナビゲーションユニット

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉑リヤカメラ
ケーブル

①ドライブ
レコーダー本体

⑪バンド
クランプ
（コネクター
接続部）⑦電源ケーブル

⑦電源ケーブルの余長

㉗インナーカメラのコード

㉘インナーカメラ
ケーブル

㉗インナーカメラ

取付概要
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リヤカメラ

⑬保護シート（50×25mm）

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

インパネ内へ

⑪バンドクランプ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ⑳リヤカメラ

㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固定テープ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
　大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から2.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

⑧フロントカメラ
貼付位置

車両の中心

セラミックライン

145mm

30mm

DSBS

「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から2番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

㉗インナーカメラ

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

車両の中心

セラミックライン

265mmDSBS

㉗インナーカメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上
端をセラミックラインの
端に合わせる。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（1） 「車両部品の取り外し方法」の「リヤカメラ」
で取り外したケーブル引き込み用のバックド
アサービスホールキャップの中央にホール
ソーでφ16mmの穴を開けてください。

 ホールソーを使用する際は、保護メガネ等を使
用してください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
 ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

φ16

バックドアサービスホールキャップ

（3） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

リヤカメラ取付前の準備

⑳リヤカメラ 上から6番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

車両の中心

セラミックライン

サービスホール

⑳リヤカメラ貼付位置

13mm

17mm

（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記

リヤカメラの取付方法

⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード
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（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに貼り付けてください。

460mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、
50×25mm 1枚、
10×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

（5） ⑳リヤカメラのコードをバックドアサービス
ホールキャップの加工穴に通してください。

バックドアサービスホールキャップは、図の向き
で取り付けてください。

注 記

バックドアサービスホールキャップ

バックドアサービスホールキャップ

加工穴

⑳リヤカメラのコード

（6） ⑰グロメットをバックドアサービスホール
キャップの加工穴に取り付けてください。バックドアサービスホールキャップ

⑳リヤカメラのコード

⑰グロメット
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（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記

ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

針金

針金挿入
方向

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

約380mm

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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300mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 1枚、100×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。バックドアハーネス

グロメット取付穴
サービスホール

㉑リヤカメラケーブル

（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

⑳リヤカメラのコード

7Pコネクター

㉑リヤカメラケーブル

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。
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（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

コネクター部

⑪バンドクランプ

⑳リヤカメラ
のコード

㉑リヤカメラ
ケーブル

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をサービスホールからバックドア
パネル内に入れ、⑫ハーネス固定テープで
バックドアインナーパネル側に固定してくだ
さい。

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

㉑リヤカメラケーブルと
⑳リヤカメラのコードの余長部

サービス
ホール

⑫ハーネス固定テープ
（100×25mm）

㉑リヤカメラ
ケーブルと⑳リヤ
カメラのコードの
余長部

⑫ハーネス固定
テープ（100×25mm）

バックドア
インナー
パネル

バックドア
アウターパネル

バックドアガラス
断面図
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（12） バックドアサービスホールキャップを復元し
てください。

（13） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

バックドアサービス
ホールキャップ⑳リヤカメラの

コード

㉒クランパー



第12版
頁　314／384

ソリオ

「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護をし
てください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

㉑リヤカメラケーブル

ルーフ
ライニング

⑫ハーネス固定
テープ（50×20mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

車両前方

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

バックドア開口部右
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（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

⑪バンドクランプ

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑩フロントカメラ
ケーブル

車両前方

⑦電源ケーブル
の余長

⑦電源ケーブル

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑦電源ケーブル

車両前方

車両前方

各ケーブルの配線

グローブボックス取付部左

ナビゲーション取付部
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⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

運転席右

（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑩フロントカメラ
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブル

⑦電源ケーブル

㉙分岐
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

データリンク
コネクター

約190mm

車両前方

ステアリングコラム右
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（1） ㉖型紙の図示位置を切り取ってください。

㉖型紙の向きを間違えないでください。

注 記
15mm

㉖型紙

切り取る

（2） コラムホールカバーへ㉖型紙を当て、ネジ穴
位置へマーキングをしてください。

コラムホールカバー
（ポケット上面）

5mm

㉖型紙

A視図

ネジ穴位置

㉖型紙

コラムホールカバー
（ポケット上面）

A視

突き当てる

リブ

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。①ドライブレコーダー本体を通す穴を加工します。

アドバイス

ドライブレコーダー本体の取付方法



第12版
頁　318／384

ソリオ

㉖型紙

コラムホールカバー
（ポケット上面）

60mm

60mm面沿い34mm

面沿い34mm

マーキング切り抜き位置

コラムホールカバー
（ポケット上面）

マーキング
（ネジ穴位置）

（3） コラムホールカバーの切り抜き位置にマーキ
ングをしてください。

指定の寸法および㉖型紙の端に沿ってマーキング
をしてください。

アドバイス

（4） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記
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（5） コラムホールカバーのマーキング位置（切り
抜き位置）内側に沿って超音波カッター等で
穴を開けてください。

穴を開ける際は、耐切創手袋を使用してください。
注意

（6） 切り抜き後、コラムホールカバーの切り抜き
部のバリをヤスリで取り除いてください。

最初は粗目のヤスリでバリを取り除き、仕上げを
細目のヤスリで毛羽立ちが無くなるようにしてく
ださい。

アドバイス

コラムホールカバー

マーキング
（切り抜き位置）

超音波カッター等で
切り抜く

（7） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（8） コラムホールカバーの図示位置に②本体ブ
ラケットを取り付け、③スクリュー（M3×
8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

コラムホールカバー③スクリュー
（M3×8mm）

②本体ブラケット

②本体ブラケット
貼付位置

はく離紙

（9） ⑯両面テープ（本体用）と㉓両面テープを図
のようにカットしてください。

⑯両面テープ
（本体用）

20mm

7.5mm 7.5mm

A

A A

A

A A

㉓両面テープ
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（10） カットした⑯両面テープ（本体用）Aと㉓両
面テープAを①ドライブレコーダー本体に貼
り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

①ドライブレコーダー本体

⑯両面テープ
（本体用）A

⑯両面テープ
（本体用）A

㉓両面テープA
はく離紙

はく離紙

はく離紙
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コラムホールカバー

②本体ブラケット

①ドライブレコーダー本体

（11） ①ドライブレコーダー本体を仮組みし、コラ
ムホールカバーと干渉していないことを確認
してください。なお、干渉している場合は、
コラムホールカバーを削り調整してくださ
い。

①ドライブレコーダー本体を仮組みする際は、②
本体ブラケットのツメをかん合させないでくださ
い。

注 記

（12） ①ドライブレコーダー本体、㉓両面テープA
および⑯両面テープ（本体用）Aのはく離紙
をはがしてください。（全車共通の「ドライ
ブレコーダー本体の取付方法」参照）

（13） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（14） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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スイフトの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

2フロントピラー
インナートリム左

4フロントピラー
インナートリム右

1インパネアッパーガーニッシュ
およびインパネセンターガーニッシュ

5メーターカバー

6コンビネーションメーター

3グローブボックス
9コラムホールカバー

8ダッシュサイド
トリム右

7サイドシルフロント
スカッフ右

車両部品の取り外し方法



第12版
頁　323／384

スイフト

リヤカメラ

1サイドシルフロント
スカッフ左

2ダッシュサイド
トリム左

3リヤパーセルシェルフ10クォーターインナー
ロアトリム左

6リヤシート
バック左4ラゲッジボード5テールエンドトリム

9センターピラー
ロアトリム左

8サイドシルリヤ
スカッフ左

7リヤシートクッション
14バックドアサービスホールキャップ
（ケーブル引き込み用）

13リヤアシストグリップ左11クォーターインナー
アッパートリム左

12ルーフライニング
クリップ
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フロントカメラ、インナーカメラ

⑧フロントカメラ

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ
コネクター接続部

⑪バンドクランプ⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ ナビゲーションユニット

⑧フロントカメラ
のコード

⑩フロントカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラケーブル

⑬保護シート
（50×85mm）

⑦電源ケーブル 各ケーブルの余長

①ドライブ
レコーダー本体

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンドクランプ
（コネクター接続部）

㉗インナーカメラ

㉘インナーカメラ
ケーブル

㉗インナー
カメラのコード

取付概要

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
大きさを調整してください。
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リヤカメラ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑬保護シート
（50×30mm）

⑬保護シート
（50×50mm）

⑫ハーネス
固定テープ

㉑リヤカメラケーブル

⑪バンドクランプ

インパネ内へ

⑳リヤカメラ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から2.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記
セラミックライン

セラミックラインドットパターン

10mm

車両の中心

DSBS140mm⑧フロントカメラ
貼付位置

　※貼付位置は、DSBS付き/無し共通です。

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。

注 記

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記
セラミックライン

セラミックライン
ドットパターン

車両の中心

DSBS 200mm ㉗インナーカメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上端を
セラミックラインの端
に合わせる。

　※貼付位置は、DSBS付き/無し共通です。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

上から2番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

㉗インナーカメラ

角度調整基準
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（1） 「車両部品の取り外し方法」の「リヤカメラ」
で取り外したケーブル引き込み用のバックド
アサービスホールキャップの中央にホール
ソーでφ16mmの穴を開けてください。

 ホールソーを使用する際は、保護メガネ等を使
用してください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
 ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

φ16mm

バックドアサービスホールキャップ

（3） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

リヤカメラ取付前の準備

⑳リヤカメラ 上から3.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

車両の中心

18mm

12mm

熱線

⑳リヤカメラ
貼付位置

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

リヤカメラの取付方法
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（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに貼り付けてください。

390mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 1枚、
190×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記

⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード

（5） ⑳リヤカメラのコードをバックドアサービス
ホールキャップの加工穴に通してください。

バックドアサービスホールキャップは、図の向き
で取り付けてください。

注 記

バックドアサービスホールキャップ

バックドアサービスホールキャップ

加工穴

⑳リヤカメラのコード
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（6） ⑰グロメットをバックドアサービスホール
キャップの加工穴に取り付けてください。バックドアサービスホールキャップ

⑳リヤカメラのコード

⑰グロメット



第12版
頁　332／384

スイフト

（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記
ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネスグロメット

針金

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。約240mm

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。

190mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（190×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット取付穴

サービスホール

（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

⑳リヤカメラのコード7Pコネクター

㉑リヤカメラケーブル
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（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

⑳リヤカメラのコード

㉑リヤカメラケーブル

⑪バンドクランプ

コネクター部

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をサービスホールからバックドア
パネル内に入れ、⑫ハーネス固定テープで
バックドアインナーパネル側に固定してくだ
さい。

ハイマウントストップランプ等と干渉しない位
置へ固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

サービスホール

⑫ハーネス固定テープ
（100×25mm）

㉑リヤカメラケーブルと
⑳リヤカメラのコードの余長部

（12） バックドアサービスホールキャップを復元し
てください。

（13） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

バックドアサービス
ホールキャップ

㉒クランパー

⑳リヤカメラの
コード
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「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

⑳リヤカメラの
コード

⑬保護シート
（50×30mm）

⑬保護シート
（50×50mm）

⑫ハーネス固定テープ

⑪バンドクランプ

配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護をし
てください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

バックドア開口部左
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（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

⑪バンドクランプ

車両前方

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

各ケーブルの余長

各ケーブル

車両前方
⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラケーブル

⑬保護シート
（50×85mm）

⑩フロントカメラケーブル

各ケーブルの配線

グローブボックス取付部上側

コンビネーションメーター取付部
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（6） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

⑪バンド
クランプ

約190mm

車両前方
各ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

運転席足元右

⑬保護シート
（50×90mm）

通信モジュール

（5） 通信モジュールがある車両は、配線を保護す
るため、図示箇所にエッジ保護をしてくださ
い。

⑬保護シートを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記
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（1） コラムホールカバーへ㉖型紙を当て、ネジ穴
位置へマーキングをしてください。

（2） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

ネジ穴位置㉖型紙

コラムホールカバー
25mm

（面沿い）
25mm

（面沿い）
95mm

（3） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（4） コラムホールカバーの図示位置に②本体ブ
ラケットを取り付け、③スクリュー（M3×
8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

コラムホールカバー

③スクリュー
（M3×8mm）

②本体ブラケット

②本体ブラケット
貼付位置

はく離紙

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。①ドライブレコーダー本体および配線を通す穴を加工し
ません。

アドバイス
ドライブレコーダー本体の取付方法
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（5） ㉓両面テープを①ドライブレコーダー本体に
貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

①ドライブレコーダー本体

㉓両面テープ

はく離紙
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コラムホールカバー

②本体ブラケット

①ドライブレコーダー本体
（6） ①ドライブレコーダー本体および㉓両面テー

プのはく離紙をはがしてください。（全車共
通の「ドライブレコーダー本体の取付方法」
参照）

（7） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（8） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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スイフトスポーツの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

9コラムサイド
ガーニッシュ右

12コンビネーション
メーター

3フロントピラー
インナートリム左

4フロントピラー
インナートリム右

1インパネ
ガーニッシュ

11インパネアッパー
ガーニッシュ

13グローブボックス
7コラムホールカバー

10メーターカバー

8コラムサイドガーニッシュ左

6ダッシュサイド
トリム右

5サイドシルフロント
スカッフ右

2インパネセンター
ガーニッシュ

車両部品の取り外し方法
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リヤカメラ

2ダッシュサイドトリム右

1サイドシルフロントスカッフ右

4センターピラーロアトリム右

3サイドシルリヤスカッフ右

5リヤパーセルシェルフ
7テールエンドトリム 6ラゲッジボード

8リヤシートバック右

9リヤシートクッション

10クォーターインナーロアトリム右

11クォーターインナーアッパートリム右
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14リヤアシストグリップ右

13バックドア
サービスホールキャップ
（ケーブル引き込み用）12ルーフライニングクリップ

15ハイマウントストップランプ

ルーフエンドスポイラー非装備車など、ハ
イマウントストップランプを取り外し可能
な車両は、ハイマウントストップランプを
外すと作業性が向上します。

アドバイス
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フロントカメラ、インナーカメラ

㉗インナーカメラ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。

ナビゲーションユニット

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑧フロント
カメラ

⑪バンドクランプ
コネクター接続部

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ⑩フロントカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（50×25mm）

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑦電源ケーブル
の余長

⑦電源ケーブル

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ
（コネクター接続部）

⑪バンド
クランプ

㉑リヤカメラ
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブル

㉑リヤカメラケーブルおよび
㉘インナーカメラケーブルの余長

①ドライブ
レコーダー本体

⑧フロントカメラ
のコード

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

㉗インナーカメラ
のコード

⑪バンドクランプ

取付概要
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リヤカメラ

⑳リヤカメラ

⑫ハーネス固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ

インパネ内へ

㉑リヤカメラケーブル

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から2.5番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記
セラミックライン

10mm

車両の中心
DSBS

130mm
⑧フロントカメラ
貼付位置

　※貼付位置は、DSBS付き/無し共通です。

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備
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⑧フロントカメラ
のコード

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑬保護シート
（50×25mm）

⑫ハーネス固定
テープ

⑫ハーネス固定
テープ

⑪バンドクランプ

配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護をし
てください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

左フロントピラー部
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㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から2番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

㉗インナーカメラ

角度調整基準

㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

セラミックライン

車両の中心
DSBS

185mm

㉗インナーカメラ
貼付位置

㉗インナーカメラ上
端をセラミックラインの
端に合わせる。

　※貼付位置は、DSBS付き/無し共通です。

インナーカメラの取付方法

インナーカメラ取付前の準備

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（1） 「車両部品の取り外し方法」の「リヤカメラ」
で取り外したケーブル引き込み用のバックド
アサービスホールキャップの中央にホール
ソーでφ16mmの穴を開けてください。

 ホールソーを使用する際は、保護メガネ等を使
用してください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
 ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

φ16mm

バックドアサービスホールキャップ

（3） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

⑳リヤカメラ 上から3番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

リヤカメラ取付前の準備
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記
車両の中心

15mm

57mm

セラミックライン

⑳リヤカメラ貼付位置

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

リヤカメラの取付方法

（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記
⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード
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（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに貼り付けてください。

430mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、
30×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

（5） ⑳リヤカメラのコードをバックドアサービス
ホールキャップの加工穴に通してください。

バックドアサービスホールキャップは、図の向き
で取り付けてください。

注 記

バックドアサービスホールキャップ

バックドアサービスホールキャップ

加工穴

⑳リヤカメラのコード

（6） ⑰グロメットをバックドアサービスホール
キャップの加工穴に取り付けてください。バックドアサービスホールキャップ

⑳リヤカメラのコード

⑰グロメット
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（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記ビニール
テープ

7Pコネクター

針金
㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

針金

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

約250mm

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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195mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（195×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。

㉑リヤカメラ
ケーブル

バックドアハーネス
グロメット取付穴

サービスホール

（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

⑳リヤカメラのコード7Pコネクター

㉑リヤカメラケーブル

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。
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（10） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

⑳リヤカメラのコード

㉑リヤカメラケーブル

⑪バンドクランプ

コネクター部

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をサービスホールからバックドア
パネル内に入れ、⑫ハーネス固定テープで
バックドアインナーパネル側に固定してくだ
さい。

ハイマウントストップランプ等と干渉しない位
置へ固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

サービスホール⑫ハーネス固定テープ
（100×25mm）

㉑リヤカメラケーブルと
⑳リヤカメラのコードの余長部

（12） バックドアサービスホールキャップを復元し
てください。

（13） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

バックドアサービス
ホールキャップ

⑳リヤカメラの
コード

㉒クランパー
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「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

リヤカメラケーブルの配線（車室内）
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（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンドクランプ

㉑リヤカメラ
ケーブルおよび
㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

車両前方

㉘インナーカメラケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

車両前方

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑦電源
ケーブル

⑦電源ケーブル
の余長

（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

⑪バンドクランプ

各ケーブル

約175mm

車両前方

各ケーブルの配線

グローブボックス取付部上側

コンビネーションメーター取付部

運転先足元左
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（1） コラムホールカバーへ㉖型紙を当て、ネジ穴
位置へマーキングをしてください。

（2） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
 ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

ネジ穴位置㉖型紙

コラムホールカバー

3mm 3mm 120mm

（3） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（4） コラムホールカバーの図示位置に②本体ブ
ラケットを取り付け、③スクリュー（M3×
8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

コラムホールカバー

③スクリュー
（M3×8mm）

②本体ブラケット

②本体ブラケット
貼付位置

はく離紙

※コラムホール
　カバー裏面の
　リブと干渉する
　場合は、リブを
　10mmカットして
　ください。

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。①ドライブレコーダー本体および配線を通す穴を加工し
ません。

アドバイス
ドライブレコーダー本体の取付方法
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（5） ㉓両面テープを①ドライブレコーダー本体に
貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

①ドライブレコーダー本体

㉓両面テープ

はく離紙
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コラムホールカバー

②本体ブラケット

①ドライブレコーダー本体

（6） ①ドライブレコーダー本体および㉓両面テー
プのはく離紙をはがしてください。（全車共
通の「ドライブレコーダー本体の取付方法」
参照）

（7） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（8） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。
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クロスビーの場合

 本製品を取り付ける際は、ボディーおよびインパネ等にキズを付けないよう十分ご注意ください。な
お、必要に応じてマスキングテープ等で保護をしてください。
 取り外したスクリュー、ボルトおよびクリップ等は再使用します。紛失しないでください。

注 記

図に示す車両部品を取り外してください。

フロントカメラ、インナーカメラ

3インパネアッパーガーニッシュ
およびインパネセンターガーニッシュ

5メーター
クラスター

6コンビネーション
メーター

8コラムホールカバー 9インストルメント
パネルスイッチベゼル

7カップ
ホルダー

4フロントピラー
インナートリム右

2グローブボックス

1フロントピラー
インナートリム左

車両部品の取り外し方法
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リヤカメラ

1サイドシル
フロントスカッフ右

2ダッシュサイド
トリム右

3サイドシル
リヤスカッフ右

4センターピラー
ロアトリム右

8リヤシートベルトアンカーおよび
クォーターインナーアッパートリム右

7クォーターインナー
ロアトリム右

6テールエンド
トリム

5ラゲッジボードおよび
ラゲッジアンダーボックス

9リヤアシストグリップ右

10ルーフライニングクリップ

11バックドアサービス
ホールキャップ
（ケーブル引き込み用）

12バックドアサービス
ホールキャップ
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フロントカメラ、インナーカメラ

⑧フロントカメラ
㉗インナーカメラ

⑪バンドクランプ（コネクター接続部）

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ
（コネクター接続部）

⑧フロントカメラのコード ⑫ハーネス固定テープ ⑫ハーネス固定テープ ㉗インナーカメラ
のコード

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス固定テープ ⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

ナビゲーション
ユニット

㉘インナーカメラ
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長
㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑪バンド
クランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

①ドライブ
レコーダー本体

⑦電源ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

⑦電源ケーブル
の余長

取付概要
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リヤカメラ

インパネ内へ

⑫ハーネス
固定テープ

⑬保護シート
（50×25mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑳リヤカメラ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

※⑫ハーネス固定テープは、50×20mmにカットして使用してください。 なお、使用する場所に応じて
大きさを調整してください。
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⑧フロントカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「フロントカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記

上から4番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑧フロントカメラ

⑧フロントカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑧フロントカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑧フロントカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、⑧
フロントカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と⑧フロントカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DSBS
車両の中心

セラミックライン

165mm

⑧フロントカメラ
貼付位置

10mm

フロントカメラの取付方法

フロントカメラ取付前の準備
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「取付概要」を参照して⑩フロントカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

フロントカメラケーブルの配線（フロントピラー部）

㉗インナーカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「インナーカメラの取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等が無いこと
を確認してください。

注 記㉗インナーカメラ

上から1番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

インナーカメラ取付前の準備
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㉗インナーカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

㉗インナーカメラを貼り付ける前に取付位置寸
法を再度確認してください。
㉗インナーカメラは、ETCアンテナから
20mm以上、地上デジタルアンテナからは
50mm以上離れた位置へ取り付けてください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち㉗インナーカメラが落下するおそ
れがありますので、粘着面に手で触れたり、㉗
インナーカメラを取り付け直したりしないでく
ださい。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでフロン
トガラス面と㉗インナーカメラの両面テープ部
を温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記

DSBS
235 mm

車両の中心

セラミックライン

㉗インナーカメラ上端
をセラミックラインの端に
合わせる。

㉗インナーカメラ
貼付位置

インナーカメラの取付方法

「取付概要」を参照して㉘インナーカメラケーブルを配線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

⑪バンドクランプでウォッシャーホースには固定しないでください。
フロントピラートリム復元時に接続部やケーブルが干渉しないように固定してください。
⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をドライヤーなどで温めてください。

注 記

インナーカメラケーブルの配線（フロントピラー部）
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（1） 「車両部品の取り外し方法」の「リヤカメラ」
で取り外したケーブル引き込み用のバックド
アサービスホールキャップの中央にホール
ソーでφ16mmの穴を開けてください。

 ホールソーを使用する際は、保護メガネ等を使
用してください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

 ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
 ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

（2） ヤスリで穴の周囲を整えてください。

φ16

バックドアサービスホールキャップ

リヤカメラ取付前の準備

（3） ⑳リヤカメラの角度を調整してください。（全
車共通の「リヤカメラ取付前の準備」参照）

カメラレンズ部のよごれや傷付き防止のため、
カメラレンズ部を絶対に触らないでください。
しっかりとロックされ、がたつき等がないこと
を確認してください。

注 記

上から4番目の目盛りに
角度調整基準を合わせる

角度調整基準

⑳リヤカメラ
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（1） ⑳リヤカメラは、左図位置に取り付けてくだ
さい。

⑳リヤカメラを貼り付ける前に取付位置寸法を
再度確認してください。
レンズ保護フィルムをはがしてから、レンズを
汚さないように取り付けてください。
取り付ける際、取付位置表面のよごれ、水分、
油分を十分拭き取ってください。
粘着力が落ち⑳リヤカメラが落下するおそれが
ありますので、粘着面に手で触れたり、⑳リヤ
カメラを取り付け直したりしないでください。
15℃以下の場合は、ドライヤーなどでバック
ドアガラス面と⑳リヤカメラの両面テープ部を
温めてから貼り付け作業を行ってください。

注 記⑳リヤカメラ
貼付位置

サービスホール

セラミックライン

17m
m

31mm

（2） ⑰グロメットを図のように切り込み加工して
ください。⑰グロメット

カットする

リヤカメラの取付方法
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（3） ⑰グロメットを⑳リヤカメラのコードに取り
付けてください。

⑰グロメットは、図の向きで取り付けてくださ
い。
破損防止のため、⑳リヤカメラのコードを⑰グ
ロメット内に通す際は、無理に引っ張ったりし
ないでください。

注 記

⑰グロメット

⑰グロメット

⑳リヤカメラのコード

（4） ⑫ハーネス固定テープを⑳リヤカメラのコー
ドに貼り付けてください。

470mm

⑳リヤカメラのコード

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 2枚、
70×25mm 1枚）

⑳リヤカメラの
コード

（5） ⑳リヤカメラのコードをバックドアサービス
ホールキャップの加工穴に通してください。

バックドアサービスホールキャップは、図の向き
で取り付けてください。

注 記

バックドアサービスホールキャップ

バックドアサービスホールキャップ

加工穴

⑳リヤカメラのコード
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（6） ⑰グロメットをバックドアサービスホール
キャップの加工穴に取り付けてください。バックドアサービスホールキャップ

⑳リヤカメラのコード

⑰グロメット
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（1） 針金の先端を折り曲げ、ビニールテープで
テーピングをしてください。

（2） 先端をテーピングした針金をバックドアハー
ネスグロメットのバックドア側から室内側に
通してください。

本製品と、ドライブレコーダー（連動2カメラ）
とではコネクターが異なるためケーブルの引き込
み方向が異なります。

アドバイス

（3） ㉑リヤカメラケーブルの7Pコネクターを針
金にテーピングしてください。

（4） 針金をバックドア側に引き戻し、㉑リヤカメ
ラケーブルをバックドアハーネスグロメット
内に通してください。

バックドアハーネスおよび㉑リヤカメラケー
ブル破損防止のため、㉑リヤカメラケーブルを
バックドアハーネスグロメット内に通す際は、
無理に引っ張ったりしないでください。
㉑リヤカメラケーブルをバックドアハーネスグ
ロメット内に通す際は、中性洗剤等を塗布して
コネクター部がバックドアハーネスグロメット
内で引っかからないようにしてください。その
際、コネクターに中性洗剤がかからないように
しっかりテーピングしてください。

注 記
ビニール
テープ

7Pコネクター

針金

針金バックドアハーネス
グロメット

㉑リヤ
カメラ
ケーブル

㉑リヤカメラ
ケーブル

（5） バックドアハーネスグロメットから㉑リヤカ
メラケーブルのカメラ側先端までは、図示寸
法を確保してください。

約300mm

㉑リヤカメラケーブル

バックドアハーネス
グロメット

リヤカメラケーブルの配線（バックドア内）
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250mm

㉑リヤカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（200×25mm 1枚、50×25mm 1枚）

㉑リヤカメラケーブル

（7） 針金等を使用して㉑リヤカメラケーブルを
バックドアパネル内に通してください。

バックドアハーネス
グロメット取付穴

サービスホール

㉑リヤカメラケーブル

（8） ㉑リヤカメラケーブルのコネクターと⑳リヤ
カメラのコネクターを接続してください。

（9） 異音防止のため、接続したコネクターに⑫
ハーネス固定テープを貼り付けてください。
（全車共通の「リヤカメラケーブルの配線
（バックドア内）」参照）

⑳リヤカメラのコード7Pコネクター

㉑リヤカメラケーブル

（6） ⑫ハーネス固定テープを㉑リヤカメラケーブ
ルに貼り付けてください。



第12版
頁　373／384

クロスビー

（10）㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長を束ね、⑪バンドクランプで固定し
てください。

コネクター部
⑪バンドクランプ

⑳リヤカメラのコード㉑リヤカメラケーブル

（11） ㉑リヤカメラケーブルと⑳リヤカメラのコー
ドの余長部をサービスホールからバックドア
パネル内に入れ、⑫ハーネス固定テープで
バックドアインナーパネル側に固定してくだ
さい。

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

㉑リヤカメラケーブルと
⑳リヤカメラのコードの余長部 サービス

ホール

⑫ハーネス固定テープ
（100×25mm）

㉑リヤカメラ
ケーブルと⑳リヤ
カメラのコードの
余長部

⑫ハーネス固定
テープ（100×25mm）

バックドア
インナー
パネル

バックドア
アウターパネル

バックドアガラス
断面図
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（12） バックドアサービスホールキャップを復元し
てください。

（13） ㉒クランパーで⑳リヤカメラのコードを固定
してください。

㉒クランパーを貼り付ける面の汚れ等をよく
拭き取ってから貼り付けてください。汚れ等が
残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

バックドアサービス
ホールキャップ

⑳リヤカメラの
コード

㉒クランパー
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「取付概要」を参照して㉑リヤカメラケーブルを①ドライブレコーダー本体取付部まで配線し、⑪バ
ンドクランプまたは⑫ハーネス固定テープで固定してください。

配線時は、次の点に注意して作業を行ってください。

注 記

配線を保護するため、図示箇所にエッジ保護をし
てください。

⑬保護シートおよび⑫ハーネス固定テープを貼
り付ける面の汚れ等をよく拭き取ってから貼り
付けてください。汚れ等が残っていると、接着
力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（50×25mm）⑬保護シート

（50×25mm）

車両前方

㉑リヤカメラ
ケーブル

⑫ハーネス固定テープ
（50×25mm）

⑬保護シート
（50×25mm）

車両前方

㉑リヤカメラケーブル

⑪バンドクランプ

⑬保護シート
（50×25mm）

車両前方

㉑リヤカメラケーブル

⑪バンドクランプ

⑬保護シート
（50×25mm）

車両前方

リヤカメラケーブルの配線（車室内）

バックドア開口部左

バックドア開口部右

右クォーターピラー上部

右クォーターピラー下部
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（1） 「取付概要」を参照して次の各ケーブルを配
線し、⑪バンドクランプまたは⑫ハーネス固
定テープで固定してください。

 －⑦電源ケーブル
 －⑩フロントカメラケーブル
 －㉑リヤカメラケーブル
 －㉘インナーカメラケーブル

⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（2） ㉑リヤカメラケーブルおよび㉘インナーカメ
ラケーブルに㉙分岐ケーブルを接続してくだ
さい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

コネクターの形状が同じです。誤接続をしないよ
うに必ずタグの文字を確認してから接続してくだ
さい。（詳細は全車共通の37ページ参照）

注 記

（3） 異音防止のため、接続したコネクター（2箇
所）に⑫ハーネス固定テープを貼り付けてく
ださい。（全車共通の「各ケーブルの配線方法」
参照）

（4） 各ケーブルの余長は、それぞれ図示位置で⑪
バンドクランプで固定してください。

⑦電源ケーブル

⑪バンドクランプ

⑪バンド
クランプ

⑪バンドクランプ

⑦電源ケーブルの余長

⑦電源ケーブルの余長

⑦電源ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

車両前方

車両前方

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑪バンド
クランプ

⑩フロントカメラ
ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブルの余長

車両前方

各ケーブルの配線

グローブボックス取付部右

ナビゲーション取付部左



第12版
頁　377／384

クロスビー

（5） ①ドライブレコーダー本体に接続する各ケー
ブルは図示寸法を確保し、⑪バンドクランプ
でまとめて固定してください。

約200mm

⑪バンドクランプ 各ケーブル

車両前方

ステアリングコラム左下

車両前方
㉑リヤカメラ
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブル

㉘インナーカメラ
ケーブルの余長

㉑リヤカメラ
ケーブルの余長

⑪バンドクランプ

⑪バンドクランプ

⑫ハーネス固定テープ

運転席足元右
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（1） コラムホールカバーへ㉖型紙を当て、ネジ穴
位置へマーキングをしてください。

ネジ穴位置

㉖型紙

㉖型紙

リブに合わせる

リブに合わせる

リブ

コラムホールカバー

コラムホールカバー

突き当てる
A視

A視図

本車両は④車両側ブラケットを使用しません。配線を通す穴を加工します。

アドバイス

㉖型紙 コラムホールカバー

20mm

28mm

28mm

20mm
㉖型紙の
延長線

穴開け位置

（2） コラムホールカバーの穴開け位置にマーキン
グをしてください。

ドライブレコーダー本体の取付方法
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コラムホールカバー

マーキング（ネジ穴位置）

（3） ㉖型紙を外し、マーキングした位置（ネジ穴
位置）にドリルで穴（φ4mm）を開けてくだ
さい。

 ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用し
てください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ドリルの刃先端部から10mm以内の位置にス
トッパー（ガムテープ等）を巻いてください。
ドリルは穴開け面に対して垂直に当ててくださ
い。

注 記

（4） コラムホールカバーの穴開け位置にホール
ソーで穴（φ16mm）を開けてください。

 ホールソーを使用する際は、保護メガネ等を使
用してください。
 巻き込み防止のため、電動ドリル作業時は手袋
を着用しないでください。

注意

ホールソーの刃先端部から10mm以内の位置
にストッパー（ガムテープ等）を巻いてくださ
い。
ホールソーは穴開け面に対して垂直に当ててく
ださい。

注 記

コラムホールカバー

φ16mm穴
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（5） ②本体ブラケットのはく離紙をはがしてくだ
さい。

（6） コラムホールカバーの図示位置に②本体ブ
ラケットを取り付け、③スクリュー（M3×
8mm）で固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

②本体ブラケット貼付位置
②本体ブラケット

はく離紙

コラムホールカバー

③スクリュー
（M3×8mm）

（8） コラムホールカバーの加工穴に本図のように
ケーブルを通してください。

コラムホールカバー

加工穴

⑩フロントカメラ
ケーブル

㉙分岐ケーブル

⑦電源ケーブル

（7） 配線を保護するため、図示箇所に⑬保護シー
トを貼り付けてください。

⑦電源ケーブル

⑬保護シート
（20×40mm）

⑬保護シート
（20×40mm）

5mm 5mm 5mm

㉙分岐ケーブル

⑬保護シート
（20×30mm）

⑩フロントカメラ
ケーブル
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②本体ブラケット

コラムホールカバー

①ドライブレコーダー本体

（11） ①ドライブレコーダー本体および㉓両面テー
プのはく離紙をはがしてください。（全車共
通の「ドライブレコーダー本体の取付方法」
参照）

（12） ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケッ
トに固定してください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。
 ①ドライブレコーダー本体を②本体ブラケット
に貼り付ける際、ツメが「カチッ」というまで
押し付けてください。

注 記

（9） ㉓両面テープを①ドライブレコーダー本体に
貼り付けてください。

 貼付位置表面の汚れ等をよく拭き取ってから貼
り付けてください。汚れ等が残っていると、接
着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（10） ①ドライブレコーダー本体に全てのケーブル
のコネクターを接続してください。（全車共
通の「接続のしかた」参照）

①ドライブレコーダー本体

㉓両面テープ

はく離紙
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⑦電源ケーブル

A視

A視図

⑫ハーネス
固定テープ

⑫ハーネス
固定テープ

⑩フロントカメラ
ケーブル

㉙分岐ケーブル
⑦電源ケーブル

コラムホールカバー

⑫ハーネス固定テープ

㉙分岐ケーブル

⑩フロントカメラ
ケーブル

（14） カットした⑫ハーネス固定テープをコラム
ホールカバーに貼り付けてください。

 ⑫ハーネス固定テープを貼り付ける面の汚れ等
をよく拭き取ってから貼り付けてください。汚
れ等が残っていると、接着力が低下します。
 気温が低いとき（15℃以下）は、設置面をド
ライヤーなどで温めてください。

注 記

（13） ⑫ハーネス固定テープを図のようにカットし
てください。

切り込み切り込み
15mm

30mm

35mm 35mm

80mm

10mm

⑫ハーネス固定テープ
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 全車共通の「車両部品の復元」を参照して取り外した部品をスクリュー等の締め忘れ（緩み）が
ないよう復元してください。

 当該用品取付時に一時的に取り外した車両部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取
付前の状態に戻してください。（コネクター類の接続・締付トルク等）
 センターピラーロアトリムを復元する際、センターピラーロアトリム下端部がシートベルトおよびア
ンカープレートと干渉していないか点検してください。

注 記

 全車共通の「既設部品の点検」を行ってください。

取付作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。

注 記

 全車共通の「取付・配線の確認」を参照して正しく取り付けられていることを確認してください。
 全車共通の「作動確認・取付調整・カードの初期化」を行ってください。



第12版
頁　384／384

T1225-0

〒224-8520  横浜市都筑区池辺町4261番地

改訂内容

パナソニック　お客様ご相談室

■ 上記番号がご利用いただけない場合
　　045-929-0511（有料）　
※通話料は、お客様のご負担となります。

 0120-50-8729

受付：9:00～17:00  年中無休（当社指定休日を除く）

電話

ご使用の回線（IP電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる
場合があります。
上記の内容は、予告なく変更する場合があります。ご了承ください。

改訂履歴 内　容 日　付

第１版 新規発行 2023年11月22日

第２版 適用車種追加（スイフト 型式 ZCDDS、ZCEDS、
ZDDDS、ZDEDS） 2023年12月13日

第３版 スペーシア（MK53S系）／スペーシアベースにおける、
後方視界支援ミラーとの共着に対応 2024年2月13日

第４版 エブリイのマイナーチェンジに対応 2024年2月27日

第５版 ワゴンRスマイルのマイナーチェンジに対応 2024年12月10日

第６版 ソリオのマイナーチェンジに対応 2025年1月16日

第７版 適用車種追加（ジムニーノマド 型式 JC74W） 2025年3月31日

第８版 アルトのマイナーチェンジに対応 2025年6月23日

第９版 ラパンのマイナーチェンジに対応 2025年7月24日

第10版 クロスビーのマイナーチェンジに対応 2025年10月2日

第11版 ジムニー／ジムニーシエラのマイナーチェンジに対応 2025年11月3日

第12版 ワゴンRのマイナーチェンジに対応 2025年12月15日
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